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キ
ャ
ベ
ツ
は
幕
末
の
１
８
５
０
年
代
に
日
本
に

伝
わ
り
、
大
正
時
代
に
品
種
改
良
が
進
め
ら

れ
た
。
寒
冷
地
に
適
し
、
栽
培
は
北
海
道
の
ほ
か
東

北
地
方
や
長
野
県
で
拡
大
。
戦
後
、
食
糧
増
産
と
食

の
洋
風
化
に
よ
り
生
産
量
は
急
激
に
増
加
し
、
昭
和

20
年
頃
ま
で
は
一
般
的
に「
か
ん
ら
ん
」と
呼
ば
れ
て

い
た
。

　

大
寒
も
過
ぎ
た
１
月
下
旬
の
西
和
賀
町
沢
内
。
身

の
丈
ほ
ど
も
あ
る
雪
壁
の
回
廊
を
進
む
と
、
目
前
に

除
雪
で
出
来
た
で
あ
ろ
う
巨
大
な
雪
山
が
強
烈
な
イ

ン
パ
ク
ト
で
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
。

　

父
親
と
共
に
夫
婦
で
農
業
を
営
む
掃
部
定
一
さ
ん

は
、
暖
期
は
水
稲
を
基
盤
と
し
て
リ
ン
ド
ウ
、
ユ
リ
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ぽらーの OPENING STORIES

イーハトーブの大地の新鮮で安全な農畜産物は、
「いい土」と「きれいな水」、そして農家の「愛情」が育んでいます。

栽
培
を
手
掛
け
て
い
る
。
冬
期
間
の
農
業
収
入
と
し

て
、
昔
か
ら
西
和
賀
町
の
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
き
た

「
野
菜
の
雪
中
貯
蔵
」を
活
か
し
た「
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
」

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

栽
培
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
根
雪
前
の
11
月
中
旬
ご
ろ

に
収
穫
し
一
旦
保
管
。
積
雪
の
畑
に
並
べ
降
雪
に
よ

り
天
然
の
雪
室
と
な
る
。
腐
敗
や
害
虫
の
混
入
予
防

対
策
が
苦
労
す
る
点
だ
と
い
う
。「
利
益
だ
け
を
考

え
た
ら
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
継
続
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」「
西
和
賀
町
と
い
う
豪
雪
地
域
な
ら
で
は
の

付
加
価
値
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
域
農
業
が
盛
り
上

が
っ
て
く
れ
れ
ば
」と
笑
顔
で
語
る
掃
部
さ
ん
ご
夫

婦
。
雪
穴
を
手
作
業
で
掘
り
進
め
、
手
塩
に
か
け
た

キ
ャ
ベ
ツ
達
が
顔
を
見
せ
た
際
の
我
が
子
に
久
々
再

会
し
た
か
の
様
な
温
か
な
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

雪
せっ

中
ちゅう

キャベツ
前郷集落協定推進組合組合長
花巻農協西和賀花卉生産組合前郷・太田支部支部長
掃
か も ん

部　定一さん（64）◉西和賀町沢内
　　佳代子さん（63）

国内屈指の豪雪地域、西和賀町。
半年も雪に閉ざされる厳しい環境下
それを糧とする先人の知恵があった。
地域「ならでは」のブランドとして
取り組む生産者の現場へ伺い話を聞いた。

2

4
5

3

頑張ってます！

1.数十分かけ掘り出した、手塩にかけたキャ
ベツを手に素敵な笑みを浮かべる掃部さんご
夫婦2.数メートルにもなる積雪の為、収穫
はブルドーザーやパワーショベルなど、重機
による除雪から始まる3.収穫直後は根を切
り落とし、茎を少し残したまま雪中に埋める。
これにより雪の中で生きたまま糖度を貯え、
シャキシャキとした食感も生まれる4.最終的
にはキャベツを傷つけない様に手作業で掘り
進める。顔を見せたキャベツに「発掘作業」
の様だと笑みを浮かべる5.収穫後、一つ一
つ手作業で綺麗に皮を剥き、重量を測り規
格分けをする。栽培適種は「彩ひかり（あや
ひかり）」と「冬穫（ふゆどり）Ｂ号」だという
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に生きる
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はじける笑顔でハヤチネフーズのヨーグルト販売
花巻産のリンゴの試食販売や、きなこ餅の振る舞いに
挑戦！
やさしい言葉を掛けられ、笑顔があふれました
杵と臼で一生懸命餅つきをする男子
勇気を出して歩み寄り、来客も笑顔で迎えた
ＪＡビルでは故郷の農業への思いを頑張って伝えた
直筆したメッセージカードは自らの手で準備
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12/26
7：10 団結式

7：25
花巻発
▷車内研修会

10：16 東京着
11：00 大手町ＪＡビル到着

メッセージ入り「紅白もち」の配布作業
12：20 昼食

（ニュートウキョースキヤ橋本店）
▷東京都内見学

17：45 ホテル着オリエンテーション

12/27
6：30 起床
8：00 ホテル出発　バス移動
9：00 ＪＡ横浜農産物直売所

ハマッ子メルカートきた店で販売体験
12：00 昼食（横浜マリンタワー）
14：00 家の光協会見学
17：45 夕食

（フジテレビ キッズカフェ ママトコ）
19：20 ホテル着オリエンテーション

12/28
6：30 起床
8：20 ホテル出発

▷東京都内など見学
16：28 東京発
19：19 花巻着

解散式

農業塾カリキュラム
走
の
12
月
26
日
、
今
年
で
４
度
目
と
な

る
農
業
塾
。
例
年
出
発
日
に
は
必
ず
大

雪
が
付
き
物
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
雪

の
少
な
い
中
、西
和
賀
町
、北
上
市
、花
巻
市
、

遠
野
市
、
大
槌
町
と
い
っ
た
Ｊ
Ａ
管
内
の
各

地
域
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
違
う
22
人
の

子
ど
も
た
ち
が
初
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
東

京
駅
ま
で
約
３
時
間
の
新
幹
線
の
車
内
。
最

初
は
緊
張
し
て
静
か
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、

隣
同
士
徐
々
に
互
い
の
学
校
生
活
や
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
情
報
交
換
。
ち
ゃ
ぐ
り
ん
の
付

録「
す
ご
ろ
く
」を
活
用
し
な
が
ら
、
到
着
時

刻
に
迫
る
頃
に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、
ス

タ
ッ
フ
と
も
会
話
を
交
わ
す
余
裕
を
見
せ
る

順
応
の
早
さ
を
見
せ
た
。
今
年
の
K
i
d́
s

た
ち
は
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
な
大
い
に
期
待

で
き
る
幕
開
け
と
な
っ
た
。

京
駅
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
大
手
町

の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
へ
と
移
動
。
直
筆
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り「
花
巻
産
も
ち
米
の
紅
白

餅
２
５
０
セ
ッ
ト
」の
配
布
が
子
ど
も
た
ち
を

待
っ
て
い
る
。
到
着
す
る
数
分
の
間
、
バ
ス
車

内
で
は
Ｊ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
が
呼
び
か
け「
岩
手
県

花
巻
市
か
ら
来
ま
し
た
ー
」と
声
出
し
を
繰
り

返
し
練
習
。
こ
こ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
！
さ
あ
、
い
ざ
農
業
・
農
村
ギ
ャ
ラ

リ
ー
へ
。
配
り
始
め
は
人
通
り
も
少
な
く
、
緊

張
も
あ
り
戸
惑
っ
て
い
た
が
徐
々
に
人
も
増
え

始
め
る
と
声
も
出
始
め
る
。
農
業
・
農
産
物

へ
の
思
い
を
首
都
圏
の
消
費
者
に
伝
え
よ
う
と

自
ら
し
た
た
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
。「
岩

手
県
か
ら
来
ま
し
た
。
花
巻
の
お
米
で
作
っ
た

お
餅
で
す
、
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
」と
奮
闘

す
る
こ
と
30
分
ほ
ど
で
あ
っ
と
い
う
間
に
配
布

を
終
え
た
。
当
初
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ

と
に
不
安
そ
う
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も「
あ
り

が
と
う
」「
が
ん
ば
っ
て
」と
い
っ
た
優
し
い
言

葉
を
か
け
ら
れ
る
と
、
自
信
を
持
ち
積
極
的
に

歩
み
寄
る
よ
う
に
な
り
、
終
盤
に
は
何
と
も
言

え
な
い
充
実
し
た
良
い
表
情
に
変
っ
て
い
た
。

妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
Ｊ
Ａ
横
浜
の

農
産
物
直
売
所
・
ハ
マ
ッ
子
メ
ル
カ
ー

ト
き
た
店
で
は
花
巻
産
の
リ
ン
ゴ「
ふ
じ
」や

洋
ナ
シ「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」、
ハ
ヤ
チ
ネ
フ
ー

ズ「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」の
試
食
販
売
や
、
臼

と
杵
で
搗
い
た「
き
な
こ
餅
」の
振
る
舞
い
に

挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、
互
い
に
す
っ
か
り

打
ち
解
け
た
の
と
、
前
日
の
経
験
か
ら
自
信

を
持
て
た
の
か
、
作
業
開
始
か
ら「
岩
手
花

巻
の
リ
ン
ゴ
で
す
」と
大
き
な
声
。
積
極
的

に
来
客
者
へ
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
の
特
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
、
用
意
し
た
農
産
物
は
２
時
間
ほ

ど
で
完
売
し
た
。
消
費
者
か
ら
は「
す
ご
く

お
い
し
い
」「
遠
く
か
ら
ご
苦
労
様
だ
ね
」と

い
っ
た
優
し
い
言
葉
や
満
面
の
笑
顔
を
掛
け

ら
れ
、
故
郷
の
農
業
や
農
産
物
の
大
切
さ
、

そ
の
役
割
を
肌
で
感
じ
取
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

当
日
の
感
想
文
に
は「
自
分
も
農
作
物
で
他

の
県
と
交
流
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
」と
い

う
言
葉
が
見
ら
れ
、
地
域
農
業
の
担
い
手
育

成
と
し
て
、
喜
ば
し
い
成
果
が
見
ら
れ
た
今

回
の
販
売
体
験
と
な
っ
た
。

師

姉

東

ＪＡは食料供給を担う農業・農業者の重要性を早期に将来の
後継者に植え付け市域リーダーの人づくりを促進するため農
業塾を毎年開校。今年も22人のＫｉｄ'ｓたちが消費地で奮闘
し、両親や故郷そして農畜産物の大切さを改めて実感した

～はなまきＫｉｄ'ｓ農業塾in東京・横浜～

消費地で故郷の
農業・農産物の大切さを再確認

Special Issue 特集1

特集1 消費地で故郷の農業・農産物の大切さを再確認
～はなまきKid's農業塾in東京・横浜～
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「
Ｊ
Ａ
管
内和

の
食
」

Ａ
が
独
自
企
画
し
た
食
農
教
育
事

業「
は
な
ま
き
K
i
d
ś
農
業
塾
」

も
、
早
４
年
目
の
開
催
。
大
都
会
で
の
様
々

な
体
験
を
す
る
た
び
に
、
徐
々
に
自
信
を
つ

け
、
終
盤
に
は
積
極
的
に
消
費
者
へ
話
し

か
け
会
話
を
交
わ
す
ま
で
に
成
長
し
て
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
消
費
者
と
直
接
ふ
れ

あ
い
、
岩
手
の
話
を
し
て
い
る
際
の
生
き
生

き
と
し
た
表
情
が
、
故
郷
の
両
親
や
地
域
、

そ
し
て
農
業
や
農
村
の
役
割
・
大
切
さ
を
実

感
し
自
信
を
も
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
た
。

Ａ
は
今
後
も
同
事
業
を
継
続
し
、

両
親
や
祖
父
母
が
生
産
し
た
農
畜

産
物
が
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
で
ど
の
よ
う

に
売
ら
れ
て
い
る
か
販
売
体
験
を
通
じ
て
肌

で
感
じ
、
食
糧
供
給
を
担
う
農
業
・
農
業
者

の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
未

来
の
地
域
・
農
業
を
担
う「
後
継
者
・
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
人
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
く
。 ※（　）内は学年です。

ＪＪ

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
は
昨
年
12

月
４
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
バ
ク
ー
で
政

府
間
委
員
会
を
開
き
、「
和
食
　
日
本
人
の
伝
統
的
な
食

文
化
」
を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
日
本
政
府
が
東
日
本
大
震
災
後
、
東
京
電
力
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
風
評
被
害
を
受
け
た
日

本
食
の
信
頼
回
復
を
図
り
、
震
災
復
興
の
象
徴
に
し
よ

う
と
和
食
の
登
録
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
案
し
、「
四
季
や
地

理
的
多
様
性
に
よ
る
新
鮮
な
山
海
の
幸
」「
自
然
の
美
し

さ
を
表
し
た
盛
り
付
け
」「
正
月
や
田
植
え
な
ど
と
の
密

接
な
関
係
」
な
ど
文
化
性
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た

結
果
で
す
。
日
本
か
ら
の
登
録
は
歌
舞
伎
や
能
楽
な
ど

に
続
き
22
件
目
で
す
。

「
和
食
」が
ユ
ネ
ス
コ
の
「
無
形
文
化
」遺
産
に
登
録

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
和
食
」は
単
に
料
理

を
表
す
言
葉
で
は
な
く
、
主
食
で
あ
る
ご
飯
（
コ
メ
）
を

基
本
に
「
環
境
の
な
か
で
生
み
だ
し
、
築
き
上
げ
て
き

た
食
の
知
恵
や
工
夫
や
慣
習
。
そ
れ
を
編
み
出
し
た
人
々

な
ど
、
有
形
無
形
の
す
べ
て
を
表
し
、
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
を
総
称
す
る
言
葉
」
と
い
う
事
で
、
日
本
人

全
体
で
「
和
食
を
継
承
し
て
い
く
」
と
世
界
に
誓
っ
た
と

い
う
事
と
も
い
え
ま
す
。
次
の
世
代
に
伝
統
的
な
食
文

化
『
和
食
』
の
素
晴
ら
し
さ
を
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

特
集
２
で
は
Ｊ
Ａ
管
内
４
地
域
で
継
承
さ
れ
て
い
る

特
色
あ
る
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
も
う
す
ぐ
春
。

ひ
な
祭
り
や
農
作
業
時
の
こ
び
る
な
ど
、
様
々
な
人
の
集

ま
り
な
ど
に
作
っ
て
持
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
き
っ
と
そ
こ
か
ら
世
代
を
超
え
た
会
話
の
輪
が
広

が
り
、
日
本
人
と
し
て
の
文
化
「
和
食
」
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
よ
！

沢内小学校（６）

新
ニッ

田
タ

　萌
メ

衣
イ

無言ではなく「ありがと
う」と言われて凄くうれ
しかった

1黒岩小学校（６）

昆
コン

　葉
ハ

月
ヅキ

リンゴの特徴などを
買ってくれるように伝
えました

3湯本小学校（５）

鎌
カマ

田
ダ

　未
ミ

来
ク

勇気をもって積極的に
行動することが大事と
感じました

5 湯田小学校（６）

髙
タカ

橋
ハシ

　いろ葉
ハ

「おいしいね」という言
葉が嬉しくて頑張りま
した

2二子小学校（５）

小
オ

原
バラ

　美
ミ

生
キ

初めての友達と努力
してやり遂げたのが良
かった

4南城小学校（５）

伊
イ

藤
トウ

　唯
ユイ

奈
ナ

違う学校の友達が出来
て皆で一生懸命頑張り
ました

6

矢沢小学校（５）

村
ムラ

本
モト

　せり
普段は感じることのな
い農業の事を逆に知る
ことができました

7上郷小学校（５）

細
ホソ

川
カワ

　愛
マ

奈
ナ

リンゴやヨーグルトを
配る時、無視されたり
したのが残念でした

9亀ヶ森小学校（６）

高
タカ

橋
ハシ

　駿
トシ

希
キ

花巻の農産物が都会で
食べてもらうために続
けるのが大切と思った

11 遠野小学校（６）

菊
キク

池
チ

　夢
ユメ

乃
ノ

最初はうまく出来な
かったけど、がんばっ
て思いを伝えました

8新堀小学校（６）

高
タカ

橋
ハシ

　旭
アサヒ

販売体験は岩手の農
産物がどう思われてい
るか知れて良かった

10東和小学校（６）

菅
スガ

原
ワラ

　澟
リン

消費者の方たちに食べ
てもらうにはたくさん苦
労があるのだと感じた

12

宮野目小学校（６）

牛𥔎𥔎𥔎大
ダイ

心
シン

初めて会う友達と力を
合わせてやりとげたの
が良かった

19

123

45

6789192021
22

18
17

16 15

10

11

12
13

14

太田小学校（６）

藤
フジ

原
ワラ

　雄
ユウ

飛
ヒ

花巻の農産物を笑顔で
受け取ってくれたのが
嬉しかった

20

鬼柳小学校（６）

高
タカ

橋
ハシ

　悠
ユウ

晟
セイ

冷たい人がほとんど
かと思ったけど優しい
方々で安心しました

13笹間第一小学校（５）

八
ヤ

重
エ

樫
ガシ

　環
カン

那
ナ

最初は不安でしたが、
やさしい声を掛けられ
嬉しくなりました

15石鳥谷小学校（６）

板
イタ

垣
ガキ

　修
シュウ

斗
ト

はなまきkid’sで経験し
たことを忘れず、友達
にも伝えたい

17 鱒沢小学校（６）

菊
キク

池
チ

　洸
コウ

太
タ

緊張したけど元気に農
産物を配ることが出来
て良かったと思う

14湯口小学校（6）

鎌
カマ

田
ダ

　美
ミ

貴
キ

凄く緊張したけど、体
験を通じて嬉しい事が
たくさん出来ました

16和賀東小学校（５）

髙
タカ

橋
ハシ

　郁
カオル

思ったより辛かったけ
ど、仕事をやり遂げた
事が良い経験でした

18

笠松小学校（５）

髙
タカ

橋
ハシ

　天
ソ

空
ラ

作られた農産物が遠く
の方々に届けられてい
るのを感じました

21大槌小学校（５）

東
トウ

梅
バイ

　由
ヨシ

輝
キ

「ありがとう」という言
葉がとても嬉しかった
です

22
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雪国自慢の郷土料理。納豆、さわもだし（き
のこ）、わらび、高菜漬、豆腐は必ず入れ
るものとして伝承されています。

くるみの入った団子に味の付いた「とろみ
餡」をかけるのが「遠野きりせんしょ」の特
徴です。

北 上 市 特 産 の 赤 が ら の さ と い も の 茎 で
作ったずいきを佃煮風に煮含めて使った
丼ものです。

農産物の地産地消を図る一環として、花巻
のおもてなし料理「花のはな巻き寿司」とし
て各地で数多くの花柄の巻き寿司が生ま
れ、継承されています。

さわもだしは西和賀町の山の恵手のひらを使いしっかりとしとねる

戻して煮るとふっくらとする

五輪色に染められた酢飯たち

具だくさんの贅沢な汁となりますつやが出るまでゆっくり煮詰める

米とぎ汁と酢を使うのがアク
抜きポイント

牛乳パックを巻き簾代わりに

ダイコンでつぶすのがポイント手のひらで転がし、両側をすぼ
め木の葉に成型

手間をかけ乾燥させたずいき
いくつかのパーツが組み合わされて柄がつ
くられる

ワラビ独特の食感がアクセント小分けにしておき、くるみを入れ
て成型する

甘辛の汁で煮含めると良い香
りが

五輪を囲む白い酢飯の厚みがポイント

羽柴　セイさん
・女性部
　西和賀地域支部 役員

菊池イヨ子さん
・ＪＡ生活活動リーダー
・岩手県　食の匠（遠野市）
・ＪＡ女性部
　とおのよつば地域支部 役員

高橋　節さん
・岩手県　食の匠（北上市）

二枚橋農家組合 純情巻き娘
代　表
川村幸子さん　（ＪＡ生活活動リーダー）
メンバー
藤根悦子さん　（ＪＡ生活活動リーダー）
中村良子さん、藤根　美千子さん、
川村　姫子さん

納豆汁きりせんしょ

ずいき丼花のはな巻き
寿司

●
材
料
　
５
人
分

・
さ
わ
も
だ
し（
き
の
こ
）（
塩
蔵
）
…１５
０
ｇ

・
わ
ら
び
（
塩
蔵
）
……
…
…
…
…
…
８
０
ｇ

・
高
菜
漬
………
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
ｇ

・
納
豆
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
包

・
ニ
ン
ジ
ン
………
…
…
…
…
…
…
1
／
2
本

・
油
揚
げ
………
…
…
…
…
…
…
…
…
小
１
枚

・
豆
腐
………
…
…
…
…
…
…
…
…
1
／
2
丁

・
煮
干
し
………
…
…
…
…
…
…
…
５
～
６
尾

・
ネ
ギ
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
本

・
水
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
０
㏄

・
み
そ
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
０
ｇ

・
ダ
イ
コ
ン
（
細
目
）
……
…
…
…
１
本
適
宜

●
作
り
方

❶
さ
わ
も
だ
し
、
わ
ら
び
、
高
菜
漬
は
、
少

し
塩
味
が
残
る
程
度
に
塩
抜
き
す
る
。

❷
納
豆
を
す
り
鉢
に
入
れ
、
細
目
の
ダ
イ
コ

ン
で
よ
く
つ
ぶ
し
て
お
く
（
糸
が
引
く
く

ら
い
）。

❸
煮
干
し
の
だ
し
汁
を
つ
く
る
（
み
そ
汁
よ

り
も
少
し
濃
い
め
の
だ
し
に
す
る
）。

❹
ニ
ン
ジ
ン
は
イ
チ
ョ
ウ
切
り
、
油
揚
げ
は

細
か
く
切
っ
て
油
抜
き
、
わ
ら
び
は
２
㎝

く
ら
い
に
、
高
菜
漬
は
細
か
く
切
る
。
豆

腐
は
さ
い
の
目
、
ネ
ギ
は
小
口
切
り
に
し

て
お
く
。

❺
③
に
、
ニ
ン
ジ
ン
、
さ
わ
も
だ
し
、
わ
ら

び
の
具
を
入
れ
、
煮
え
た
ら
豆
腐
、
油
揚

げ
を
加
え
て
、
み
そ
を
入
れ
る
（
普
通
の

み
そ
汁
よ
り
も
濃
い
め
の
味
に
す
る
）。

❻
②
に
⑤
の
汁
を
加
え
、
と
ろ
と
ろ
に
伸
ば

し
て
、
⑤
の
鍋
に
目
の
細
か
い
ザ
ル
で
こ

し
て
入
れ
る
。

❼
一
煮
立
ち
さ
せ
て
、
高
菜
漬
を
は
な
す
。

ネ
ギ
は
好
み
で
椀
に
入
れ
る
。

●
ポ
イ
ン
ト

・
納
豆
を
つ
ぶ
す
の
に
細
目
の
ダ
イ
コ
ン
を

使
う
と
納
豆
が
逃
げ
に
く
く
香
り
が
和
ら

ぐ
。

・
つ
ぶ
し
て
と
ろ
と
ろ
に
し
た
納
豆
を
ザ
ル

で
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
口
当
た
り
が
良
く

な
る
。

・
納
豆
汁
は
具
だ
く
さ
ん
で
す
が
、
く
ど
く

な
ら
な
い
よ
う
に
サ
ラ
ッ
と
仕
上
げ
る
の

が
コ
ツ
。

西
和
賀
地
域

●
材
料
　
３
人
分

・
ず
い
き
………
…
…
…
…
…
…
…
…
３
０
ｇ

・
干
し
し
い
た
け（
カ
ッ
ト
し
い
た
け
）
…１
０
ｇ

・
ご
飯
………
…
…
…
…
…
７
０
０
ｇ
～
１
㎏

・
調
味
料

・
だ
し
汁
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
㏄

・
し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
…
…
…
…
６
０
㏄

・
酢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
㏄

・
ざ
ら
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
ｇ

・
白
ご
ま
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

・
紅
し
ょ
う
が
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
適
宜

●
作
り
方
　
ず
い
き

❶
さ
と
い
も
の
茎
の
皮
を
む
く
。
紐
で
一
本

ず
つ
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
。

❷
風
通
し
が
良
く
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所

で
十
分
に
乾
燥
さ
せ
る
。

❸
乾
燥
し
た
も
の
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

保
存
す
る
（
夏
は
要
冷
蔵
）。

ア
ク
の
抜
き
方

❶
ず
い
き
を
ぬ
る
ま
湯
に
２
時
間
浸
し
て
お

く
。

❷
鍋
に
米
の
と
ぎ
汁
１
、５
０
０
㏄
と
酢

８
０
０
㏄
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
、
そ
の
中

に
浸
し
て
お
い
た
ず
い
き
を
入
れ
、
25
分

間
ゆ
で
る
（
ゆ
で
す
ぎ
な
い
こ
と
）。

❸
ゆ
で
た
ず
い
き
を
水
に
と
り
、
10
分
お
き

に
３
回
位
洗
い
流
す
（
赤
い
水
が
な
く
な

る
ま
で
洗
い
流
す
）。

ず
い
き
丼

❶
ア
ク
抜
き
し
た
ず
い
き
を
小
口
切
り
に
し

て
、
軽
く
絞
る
。

❷
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
、
し
ょ
う
ゆ
、
酢
、

ざ
ら
め
、
ず
い
き
を
入
れ
て
弱
火
で
汁
が

な
く
な
る
ま
で
煮
含
め
る
。

❸
椀
に
ご
飯
を
盛
り
、
そ
の
上
に
味
つ
け
し

た
ず
い
き
を
た
っ
ぷ
り
と
盛
り
つ
け
る
。

最
後
に
紅
し
ょ
う
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

（
緑
の
も
の
）、
白
ご
ま
を
飾
り
つ
け
て
で

き
あ
が
り
。

●
ポ
イ
ン
ト

・
ず
い
き
を
ゆ
で
て
ア
ク
抜
き
を
す
る
と
き

に
酢
を
使
う
と
ず
い
き
の
苦
み
が
な
く
な

り
、
歯
触
り
が
良
い
。

「
祝
　
芯
の
五
輪
巻
き
～
ガ
ン
バ
レ
！
日
本
～
」

今
回
は
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
に
ち
な
ん
だ
柄
に
し
て
み
ま
し
た
。

●
材 

料
（
１
本
分
）

・
す
し
飯
（
白
六
穀
入
り
）
……
…
３
６
０
ｇ

　
Ⓐ
黒
米
＋
ゆ
か
り

　
Ⓑ
す
し
飯
＋
黒
ゴ
マ（
す
り
ゴ
マ
、い
り
ゴ
マ
）

・
五
色

　
Ⓒ
す
し
飯
＋
紅
し
ょ
う
が
、

　
　
　
　
　
　
梅（
細
か
く
刻
む
）、梅
酢

　
Ⓓ
す
し
飯
＋
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
の
素

　
Ⓔ
す
し
飯
＋
青
と
若
菜
混
ぜ
ご
飯
の
素

・
Ⓐ
～
Ⓔ
………
…
…
…
…
…
…
…
各
５
０
ｇ

・
粉
末
す
し
酢
………
…
…
…
…
…
…
…
１
袋

・
の
り
………
全
形
１
枚
、
１
／
３
枚
×
６
枚

●
作
り
方

❶
Ⓐ
～
Ⓔ
を
そ
れ
ぞ
れ
混
ぜ
、
１
／
３
の
の

り
で
巻
い
て
お
く
。

❷
牛
乳
パ
ッ
ク
の
上
に
の
り
全
形
１
枚
と
１

／
３
を
１
枚
く
っ
つ
け
た
ら
、
白
い
す
し

飯
３
０
０
ｇ
を
広
げ
る
。

❸
中
央
に
Ⓐ
、
Ⓑ
、
Ⓒ
３
色
、
そ
の
上
に
Ⓓ
、

Ⓔ
を
重
ね
て
乗
せ
60
ｇ
の
白
飯
で
お
お

う
。

❹
の
り
の
端
と
端
を
合
わ
せ
て
巻
き
、
四
角

に
な
る
よ
う
に
形
を
整
え
る
。

●
ポ
イ
ン
ト

・
白
六
穀
、
黒
米
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
の

り
巻
で
す
。

・
牛
乳
パ
ッ
ク
を
巻
き
す
に
し
、
エ
コ
で
も

あ
り
、
き
れ
い
な
四
角
に
な
り
ま
す
。

●
材
料
　
50
個
分

・
も
ち
米
粉
………
…
…
…
…
…
…
３
０
０
ｇ

・
う
る
ち
米
粉
………
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

・
く
る
み
………
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
ｇ

・
水
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
０
㏄

・
白
ご
ま
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
と
ろ
み
餡
）

・
玉
砂
糖
………
…
…
…
…
…
…
…
…
７
０
ｇ

・
白
砂
糖
………
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
ｇ

・
醤
油
………
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
㏄

・
水
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
㏄

・
片
栗
粉
………
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
ｇ

●
作
り
方

❶
も
ち
・
う
る
ち
の
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
分

量
の
水
を
２
回
か
ら
３
回
に
分
け
て
加
え

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
固
さ
に
し
と
ね
る
。
し

な
み
が
出
る
ま
で
良
く
し
と
ね
る
（
粉
に

よ
っ
て
水
の
分
量
が
多
少
変
わ
り
ま
す
）。

❷
し
と
ね
て
寝
か
せ
た
生
地
を
さ
ら
に
し
と

ね
、
１
個
30
ｇ
に
ち
ぎ
り
、
中
に
く
る
み

を
入
れ
て
木
の
葉
型
に
整
え
、
箸
で
木
の

葉
の
型
を
つ
け
る
。

❸
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
②
を
入
れ
、

10
分
蒸
し
、
水
を
ふ
り
か
け
て
バ
ッ
ト
に

と
る
。

❹
鍋
に
玉
砂
糖
、
白
砂
糖
、
醤
油
を
加
え
混

ぜ
て
溶
か
し
、
火
に
か
け
て
煮
溶
か
し
な

が
ら
少
し
煮
詰
め
る
。煮
立
っ
て
き
た
ら
、

水
溶
き
片
栗
粉
を
静
か
に
加
え
、
つ
や
と

と
ろ
み
が
出
る
ま
で
煮
詰
め
る
。

❺
④
の
餡
に
③
の
き
り
せ
ん
し
ょ
を
く
ぐ

し
、
最
後
に
白
ご
ま
を
の
せ
る
。

●
ポ
イ
ン
ト

木
の
葉
の
作
り
方

・
く
る
み
を
入
れ
た
生
地
は
両
手
の
ひ
ら
を

使
い
、「
縄
を
綯
う
要
領
」で
両
側
を
す
ぼ

め
た
状
態
に
。

・
菜
箸
を
押
し
付
け
、
葉
脈
を
表
現
。
く
る

み
が
出
な
い
よ
う
に
優
し
く
成
型
し
ま

す
。

北
上
地
域

花
巻
地
域

遠
野
地
域
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Ｊ
Ａ
の
北
上
地
域
は
11
月
21
日
、
文
化
活

動
と
し
て「
第
４
回
つ
る
し
雛
講
習
会
」を
北

上
支
店
で
開
き
ま
し
た
。

　

同
講
習
会
は
10
月
か
ら
２
月
ま
で
５
回
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
回
一
つ
ず
つ

つ
る
し
雛
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
同
日
は
Ｊ
Ａ

生
活
活
動
リ
ー
ダ
ー
の
駿
河
定
子
さ
ん
の
指

導
で「
セ
ミ
」を
作
製
。
参
加
者
は
持
参
し
た

布
を
使
っ
て
、
ひ
な
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、

色
と
り
ど
り
の
作
品
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

同
講
習
会
は
、
定
員
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の

人
気
で
51
人
が
参
加
。
一
つ
ず
つ
作
り
あ
げ

る
達
成
感
が
得
ら
れ
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

仲
間
の
輪
も
広
が
る
と
好
評
で
す
。
最
終
回

で
は
、
今
ま
で
作
り
あ
げ
た
つ
る
し
雛
を
一

つ
に
繋
ぎ
、
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

色どり鮮やかつるし雛 ◉ 北上地域生活文化活動

完成をめざし講師の駿河定子さんの指導を受ける参加者

　
Ｊ
Ａ
上
郷
支
店
の
中ち

ゅ
う

前ま
え

隆
支
店
長
は
振
り

込
め
詐
欺
を
未
然
防
止
し
、
１
月
22
日
に
遠

野
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
末
、
組
合
員
か
ら「
農
器
具
の
修
理

代
と
し
て
定
期
貯
金
を
解
約
し
た
い
」と
相

談
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
今
す
ぐ
現
金
を
用
意

し
た
い
と
言
う
組
合
員
を
説
得
し
、
翌
日
の

再
来
店
を
約
束
。
い
つ
も
と
表
情
が
違
う
点

や
、
即
日
精
算
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
組
合

員
に
も
関
わ
ら
ず
、
修
理
代
を
年
末
に
用
意

す
る
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
本
人
と
Ｊ
Ａ

が
共
に
確
認
す
る
時
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
詐
欺
で
あ
っ
た
事
が
判
明
。
組
合

員
と
共
に
歩
み
、
日
々
交
流
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
分
か
る
表
情
の
変
化
を
読
み
取
っ
た

「
完
璧
な
応
対
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
８
日
、
高
齢
者
健
康
管
理
福

祉
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
落
合
で
三
世

代
交
流
会
を
開
き
ま
し
た

　

地
元
市
民
10
組
が
参
加
。
共
有
ホ
ー
ル
や

隣
接
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
ミ
ズ
キ
の
木
に
、
赤
や
緑
の
色
と
り
ど
り

の
団
子
を
華
や
か
に
飾
り
付
け
、
今
年
の
五

穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

　

同
市
か
ら
孫
２
人
と
訪
れ
た
佐
藤
瑞
子
さ

ん（
76
）は「
私
た
ち
の
年
代
に
は
当
た
り
前

な
小
正
月
行
事
も
、
孫
た
ち
世
代
に
は
新
鮮

な
も
の
。
大
切
な
伝
統
を
残
し
伝
え
ら
れ
る

い
い
機
会
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
地
域
住
民
へ
の
施
設
貸
出
や

温
泉
の
開
放
、
季
節
ご
と
の
催
し
な
ど
を
開

き
、
地
域
と
の
関
り
を
深
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
同
企
画
は
、
三
世
代
や
利
用
者

が
交
流
を
通
し
、
地
域
に
伝
わ
る
残
す
べ
き

小
正
月
行
事
を
次
世
代
へ
繋
げ
よ
う
と
続
け

て
い
ま
す
。

地域密着が生んだ「振り込め詐欺未然防止」 ◉ 遠野警察署から感謝状

次世代へ伝える小正月 ◉ グリーンホーム落合三世代交流会

川崎秀規署長は「素晴らしい応対でした。ありがたい」と感謝を述べました

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」が
飛
び
か
う
共
同
作
業

　

花
巻
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
胡
四
王
蘇
民
祭
が
１
月
２
日
、
同
市

矢
沢
の
胡
四
王
神
社
で
県
内
蘇
民
祭
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、県
内
外
か
ら
約
70
人
が
参
加
し
、

下
帯
姿
の
男
衆
が
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を

祈
り
な
が
ら
、
た
い
ま
つ
を
手
に
山
頂
の
本

殿
へ
続
く
参
道
を
力
強
く
登
り
ま
し
た
。
本

殿
で
参
拝
後
、
12
の
干
支
が
刻
印
さ
れ
た
駒

の
入
っ
た
蘇
民
袋
が
投
げ
込
ま
れ
る
と
熱
気

が
湯
気
と
な
り
空
高
く
立
ち
上
が
り
、
前
晩

か
ら
の
雪
が
降
り
積
も
っ
た
参
道
を
も
み
合

い
な
が
ら
蘇
民
袋
を
奪
い
合
い
ま
し
た
。

　

１
時
間
に
も
わ
た
っ
た
蘇
民
袋
争
奪
戦

は
、
千
葉
県
か
ら
参
加
の
髙
田
和
明
さ
ん

（
39
）が
制
し
ま
し
た
。

男衆、清く勇ましく ◉ 胡四王蘇民祭

吹雪の中、たいまつを手に山頂を目指す男衆の勇ましい姿

　

女
性
部
と
お
の
よ
つ
ば
地
域
支
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
部
は
１
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
担
い
手
支
援
セ

ン
タ
ー
で
親
子
工
作
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
部
活
動
の
頻
度
を
増
や
し

「
元
気
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
世
代
の
基
盤
を

作
ろ
う
」と
開
催
。
同
地
域
女
性
部
青
笹
支

部
が
地
域
住
民
を
巻
き
込
み
毎
年
続
け
て
い

る「
雑
誌
ち
ゃ
ぐ
り
ん
を
活
用
し
た
親
子
工

作
教
室
」を
参
考
に
し
ま
し
た
。
鈴
木
裕
紀

子
同
支
部
長
は「
青
笹
支
部
の
活
動
を
見
学

し
自
分
た
ち
の
活
動
に
足
り
な
い
部
分
が
見

え
た
。
次
回
は
も
っ
と
人
を
集
め
、
活
動
を

展
開
し
て
い
く
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

同
日
は
同
市
内
か
ら
親
子
約
10
人
が
参

加
。
家
の
光
協
会
講
師
の
指
導
で
個
性
が
光

る
作
品
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

女性部活動見本に活性化 ◉ とおのよつば地域支部フレッシュ部

親子で共同作製。女性部による手作りおやつも振る舞われました

　

２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
厄
払
い
ま

つ
り「
白
木
野
人
形
送
り（
町
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）」が
１
月
19
日
、
西
和
賀
町
白
木
野

地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
地
域
住
民
ら
約
30
人
が
藁
を
持
ち

寄
り
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
と
カ
ミ
シ
モ
姿
に
刀
を

さ
し
、
男
根
が
付
い
た
約
１
m
の
武
者
人
形

を
作
製
。「
藁
人
形
が
厄
病
神
を
背
負
い
外

に
送
り
出
す
」と
い
う
言
い
伝
え
に
な
ら
い
、

藁
人
形
を
担
ぎ
、
ほ
ら
貝
や
太
鼓
の
音
を
響

か
せ
な
が
ら
地
域
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

藁
人
形
は
外
か
ら
厄
が
入
る
の
を
防
ぐ
役

と
し
て
地
域
境
の
木
に
祭
ら
れ
、
一
年
間
同

地
域
を
見
守
り
続
け
ま
す
。
住
民
ら
は
地
域

を
見
渡
す
藁
人
形
に
手
を
合
わ
せ
こ
の
年
の

無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

　

同
行
事
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
同
地
域

に
伝
わ
り
、
以
来
住
民
ら
の
手
に
よ
っ
て
大

切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
、
同
町
の
伝
統

行
事
で
す
。

武者姿の藁人形に願い込め ◉ 白木野（しろきの）人形送り地
域
を
厄
病
神
か
ら
守
る
勇
ま
し
い
武
者
姿
の
藁
人
形

ぽ ら ー の N E W S 地域の
話題
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1. 岩手県知事賞　佐藤　拓さん
2. 佐藤　拓さんの作品…躍動感が伝わる作品
3. 優秀賞　佐々木円さん
4. 佐々木円さんの作品…画面いっぱいが印象的です

　

雫
石
町
の
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
中
央
家
畜
市

場
で
１
月
17
日
ま
で
の
３
日
間
、
和
牛
子
牛

市
場
平
成
26
年
度
初
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

う
ち
16
日
は
、
県
内
外
の
購
買
者
が
見
守

る
中
、
当
Ｊ
Ａ
分
２
８
２
頭
を
含
む
雌
、
去

勢
合
わ
せ
て
３
６
２
頭
が
上
場
。
最
高
値
が

約
71
万
３
千
円
、
平
均
価
格
が
約
52
万
７
千

円（
前
年
比
１
２
０
％
）と
昨
年
を
上
回
り
、

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
管
内
初
セ
リ
と
い
う
事
で
初

市
式
が
行
わ
れ
、
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
が
あ

い
さ
つ
。
Ｊ
Ａ
の
藤
舘
政
義
常
務
理
事
も
出

席
し
、
鏡
開
き
や
市
場
関
係
者
た
ち
と
共
に

牛
乳
に
よ
る
献
杯
が
行
わ
れ
、
今
年
の
高
値

取
引
を
期
待
し
ま
し
た
。

好調な高値取引でスタート ◉ 和牛子牛市場平成26年度初セリ

多くの購買者を前に次 と々パドックへ入場する子牛たち

　

花
巻
市
東
和
町
の
三
熊
野
神
社
で
１
月
13

日
、古
く
か
ら
伝
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事「
カ

ラ
ス
の
小
正
月
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
行
事
は
、
同
神
社
御
社
紋「
二
羽
の
カ

ラ
ス
」に
由
来
し
戦
前
に
同
町
内
で
行
わ
れ

て
い
た
魔
除
け
の
奇
祭
を
、
30
年
ほ
ど
前
に

復
活
さ
せ
た
も
の
。「
ど
ん
と
祭
」の
炭
を
使

い
顔
を
塗
り
合
う
催
し
で
す
。
日
本
古
来
の

年
中
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
地
域
の

繋
が
り
を
深
め
る
場
と
し
て
地
元
住
民
が
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
地
元
の
子
ど
も
と
保
護
者
な
ど

約
50
人
が
、「
顔
に
塗
ら
れ
る
と
良
い
こ
と

が
訪
れ
る
」と
、
互
い
に
ひ
げ
を
描
い
た
り
、

真
っ
黒
に
染
め
合
い
、
境
内
に
は
に
ぎ
や
か

な
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

真っ黒に顔を染め無病息災 ◉ カラスの小正月

参加者は顔を墨で真っ黒に塗り合い、今年の無病息災や五穀豊穣を願いました

　

北
上
市
の
笠
松
田
植
踊
保
存
会（
平
賀
昭

士
会
長
）は
１
月
13
日
、
今
年
で
19
回
目
と

な
る
発
表
会
を
同
市
和
賀
町
横
川
目
の
市
立

笠
松
小
学
校
で
開
き
ま
し
た
。

　

笠
松
田
植
踊
は
笠
松
地
区
に
古
く
か
ら

あ
っ
た
伝
統
芸
能
で
、
か
つ
て
は
小
正
月
行

事
と
し
て
家
々
の
軒
先
で
踊
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
61
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
７
年
に
復
活
。
以
来
、
同
保
存

会
が
地
元
公
民
館
で
定
期
的
に
練
習
会
を
開

催
し
、
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
日
は
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
年
、
同
会
メ

ン
バ
ー
ら
約
30
人
が
踊
り
手
と
し
て
参
加
。

「
こ
ろ
ね
切
り
」か
ら「
弾ひ

き

出で

田
植
え
」ま
で
農

作
業
を
表
す
14
演
目
を
披
露
す
る
と
、
見
守

る
地
域
住
民
約
40
人
か
ら
温
か
な
拍
手
が
沸

き
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
賀
会
長
は「
地
域
の
人
々
の
団
結
力
と

結
の
精
神
で
踊
り
を
守
り
続
け
る
」と
語
り

ま
し
た
。

地域伝承芸能を守り継ぐ ◉ 笠松田植踊保存会　第19回発表会華
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
演
舞
を
披
露
す
る
児
童
ら

　

国
内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
、
西
和
賀
町
の
無

形
民
俗
文
化
財「
長
松
垢こ

離り

と
り
」が
１
月
12

日
、
同
町
湯
之
沢
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
、
山
の
安
全
や
地
域
の
無
病
息

災
、
豊
作
を
祈
願
す
る
信
仰
行
事
で
、
山や

ま

祗づ
み

神
社
の「
山
の
神
」の
年
越
し
に
当
た
る
旧
暦

の
12
月
12
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
日
は
地
元
民
を
は
じ
め
、
祭
り
愛
好
者

な
ど
他
地
域
か
ら
過
去
最
多
の
31
人
の
男
性

が
参
加
。
気
温
が
氷
点
下
と
な
る
中
、
下
帯

姿
の
男
衆
が
同
神
社
に
祈
願
後
、
岩い

わ

滑な
め

沢
を

目
指
し
町
内
を
勇
ま
し
く
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
一
斉
に
沢
へ
駆
け
降
り
、
手
を
繋
ぎ
輪

と
な
り
極
寒
の
沢
水
に
首
ま
で
浸
か
る
荒
行

を
三
度
行
う
と
、
熱
気
で
男
衆
の
体
か
ら
湯

気
が
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

豪雪地域で極寒の荒行 ◉ 長松垢離とり

勇ましい掛け声で一年の無病息災と五穀豊穣を祈願しました

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
主
催
の「
第
38
回
ご
は
ん
・
お

米
と
わ
た
し
」作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
１
月
29
日
、
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
県
内
の
小
中
学
校
合
わ
せ
て
69
校
か
ら

４
２
２
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
は
、
図
画
部
門
に
お
い
て
岩
手
県
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
花
巻
市
立
湯
口
小
学
校
５
年
生
の
佐
藤
拓
さ

ん
の「
円
万
寺
田
植
え
お
ど
り
」が
最
上
位
で
あ
る

岩
手
県
知
事
賞
に
、
花
巻
市
立
内
川
目
小
学
校
１

年
生
の
佐
々
木
円
さ
ん
の「
お
い
し
そ
う
な
お
に

ぎ
り
だ
!!
」が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
佐
藤

拓
さ
ん
の
作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

も
、
応
募
総
数
６
万
９
８
３
７
点
か
ら
優
秀
賞
と

い
う
栄
誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
拓
さ
ん
の
作
品
は
、
郷
土
芸
能
の
場
面
を

衣
装
や
動
作
、
手
先
と
目
線
の
一
体
感
な
ど
、
よ

く
観
察
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
豊
作
を
願
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
点
が
、
佐
々
木
円
さ
ん
の
作

品
は
、画
面
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
お
に
ぎ
り
と
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
表
現
が
印
象
的
な
点
、
そ
れ
ぞ

れ
に
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
田
植
え
や
稲
刈
り
に
取
り
組
ん
だ
様

子
の
図
画
作
品
を
応
募
し
た
湯
口
小
学
校
が
学
校

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全国優秀賞など名作を表彰 ◉「第38回ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール
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大
お お

きなサツマ
イモとれた

よ

とってもお
いしいよ

愛
あ い

情
じょう

たっぷり

お米
こめ

やサツマイモが立
りっ

派
ぱ

に育
そだ

って
いてくれて嬉

うれ

しかったです。助
たす

け合
あ

いながら頑
がん

張
ば

って収
しゅう

穫
かく

しました

1 年
ねん

：須
す

田
だ

廉
れん

法
ぽう

、鎌
かま

田
だ

康
こう

生
き

	 佐
さ

々
さ

木
き

葉
は

南
な

2 年
ねん

：丸
まる

山
やま

　結
ゆい

、高
たか

橋
はし

妃
ひ

和
より

◉イエロー班
はん

おにぎりをぎゅっぎゅっ！

イエロー班
はん

班
はん
長
ちょう
　高
たか

橋
はし

ひまり

力
ちから

を合
あ

わせてがんばりました

丁
て い

寧
ね い

に刈
か

り取
と

りしました

3 年
ねん

：鎌
かま

田
だ

　豊
ゆたか

、高
たか

橋
はし

彩
いお

里
り

4 年
ねん

：鎌
かま

倉
くら

悠
ゆう

奈
な

、三
み

河
かわ

あかり
5 年

ねん

：小
お

田
だ

島
しま

和
かず

也
や

	 高
たか

橋
はし

ひまり

　
今き
ょ
う日
の
ち
ゃ
ぐ
り
ん
ス
ク
ー
ル
は
秋あ
き
の
大だ
い

収し
ゅ
う

穫か
く
。
し
か
し
、
朝あ
さ
か
ら
雨あ
め
の
音お
と
が
…
今き
ょ
う日

は
絶ぜ
っ
対た
い
、
子こ

ど
も
た
ち
に
収し
ゅ
う

穫か
く
を
体た
い
験け
ん
さ
せ

て
あ
げ
た
い
!!
な
ん
と
か
天て
ん
気き

が
回か
い
復ふ
く
し
て

欲ほ

し
い
…
そ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
の
祈い
の
り
が
通つ
う
じ

た
の
か
、
ス
ク
ー
ル
が
始は
じ
ま
り
、
拠き
ょ
点て
ん
セ
ン

タ
ー
を
出し
ゅ
っ

発ぱ
つ
し
た
子こ

ど
も
た
ち
が
ち
ゃ
ぐ
り

ん
田た

ん
ぼ
へ
と
到と
う
着ち
ゃ
く

す
る
頃こ
ろ
に
は
な
ん
と
か

青あ
お
空ぞ
ら
が
見み

え
始は
じ
め
ま
し
た
。
早さ
っ
速そ
く
二ふ
た
り人
一ひ
と
組く
み

に
分わ

か
れ
稲い
ね
刈か

り
体た
い
験け
ん
を
開か
い
始し

。
こ
の
日ひ

は

気き

ま
ぐ
れ
な
天て
ん
気き

で
作さ

業ぎ
ょ
う

途と

中ち
ゅ
う

に
通と
お
り
雨あ
め
に

何な
ん
度ど

も
打う

た
れ
ま
し
た
が
、
今こ

年と
し
の
ち
ゃ
ぐ

り
ん
ス
ク
ー
ル
の
子こ

ど
も
た
ち
は
へ
っ
ち
ゃ

ら
!!
雨あ
め

の
作さ

業ぎ
ょ
う

は
何な
ん

度ど

も
経け
い

験け
ん

済ず

み
で
す
。

雨あ
め

に
も
負ま

け
ず
、
青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
お
兄に
い

さ
ん
た
ち

に
教お
そ
わ
っ
た
鎌か
ま
の
取と

り
扱あ
つ
か

い
注ち
ゅ
う

意い

事じ

項こ
う
を
守ま
も

り
な
が
ら
、
丁て
い
寧ね
い
に
丁て
い
寧ね
い
に
作さ

業ぎ
ょ
う

を
進す
す
め
ま

し
た
。
高こ

う
学が
く
年ね
ん
が
低て
い
学が
く
年ね
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
い
う
姿す
が
た

も
当あ

た
り
前ま
え
の
光こ
う
景け
い
と
な
り
ま
し

た
。
田た

ん
ぼ
を
貸か

し
て
く
だ
さ
っ
た
農の
う
地ち

組く
み

合あ
い
法ほ
う
人じ
ん
「
遊ゆ
う
新し
ん
」
の
皆み
な
さ
ん
の
ご
厚こ
う
意い

で
コ

ン
バ
イ
ン
の
乗じ
ょ
う

車し
ゃ
も
体た
い
験け
ん
。
な
か
な
か
乗の

る

機き

会か
い
の
な
い
コ
ン
バ
イ
ン
を
目め

の
前ま
え
に
し
た

子こ

ど
も
た
ち
の
表ひ
ょ
う

情じ
ょ
う

は
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド

キ
感か
ん
」
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
稲い
ね
刈か

り
体た
い

験け
ん

の
あ
と
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収し
ゅ
う

穫か
く

で
す
。

皆み
ん
な

で
定て
い
植し
ょ
く

し
、
５
カ
月げ
つ
間か
ん
か
け
て
土つ
ち
の
中な
か
で

大お
お
き
く
な
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
。
仲な
か
間ま

と
協き
ょ
う

力り
ょ
く

し
、
た
ま
に
は
競き
そ
い
合あ

い
な
が
ら
、
ま
る
で

宝た
か
ら

探さ
が
し
の
よ
う
に
嬉う
れ
し
そ
う
に
掘ほ

り
出だ

し
ま

し
た
。
子こ

ど
も
た
ち
が
毎ま
い
回か
い
、
充じ
ゅ
う

実じ
つ
感か
ん
を
得え

な
が
ら
貴き

重ち
ょ
う

な
体た
い
験け
ん
が
で
き
る
の
も
、
田た

畑は
た

を
管か
ん
理り

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地ち

域い
き
の
方か
た
々が
た

の
ご
協き
ょ
う

力り
ょ
く

あ
っ
て
の
こ
と
。
今こ

年と
し
も
自し

然ぜ
ん
の

恵め
ぐ

み
と
下し
た

支ざ
さ

え
く
だ
さ
っ
た
多お
お

く
の
皆み
な

様さ
ま

に

感か
ん
謝し
ゃ
の
収し
ゅ
う

穫か
く
と
な
り
ま
し
た
。
本ほ
ん
当と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
全ぜ

ん
身し
ん
を
目め

一い
っ
杯ぱ
い
使つ
か
い
、
農の
う
作さ

業ぎ
ょ
う

を
終お

え
て

帰か
え
っ
て
き
た
子こ

ど
も
た
ち
。
あ
い
に
く
の
天て
ん

気き

に
も
負ま

け
ず
、
頑が
ん

張ば

っ
た
そ
の
お
腹お
な
か

は
ぺ

こ
ぺ
こ
の
様よ
う
子す

。
今き
ょ
う日
は
女じ
ょ
性せ
い
部ぶ

の
皆み
な
さ
ん

が
愛あ
い
情じ
ょ
う

込こ

め
た
特と
く
製せ
い
雑ざ
っ
穀こ
く
カ
レ
ー
と
和わ

風ふ
う
カ

リ
カ
リ
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
リ

ン
ゴ
を
用よ
う
意い

し
ま
し
た
。
地じ

元も
と
花は
な
巻ま
き
で
採と

れ

た
野や

菜さ
い

や
果く
だ

物も
の

、
お
米こ
め

や
雑ざ
っ

穀こ
く

を
使し

用よ
う

し
た

秋あ
き

の
恵め
ぐ

み
が
盛も

り
だ
く
さ
ん
。
小ち
い

さ
な
口く
ち

は

お
い
し
い
料り
ょ
う

理り

で
い
っ
ぱ
い
、
お
か
わ
り
も

続ぞ
く

出し
ゅ
つ

、
夢む

中ち
ゅ
う

で
頬ほ
お

張ば

る
そ
の
姿す
が
た

に
癒い
や

さ
れ
、

調ち
ょ
う

理り

し
た
女じ
ょ

性せ
い

部ぶ

の
皆み
な

さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
は

顔か
お
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
の
で
し
た
。

　

今き
ょ
う日
は
収し
ゅ
う

穫か
く

体た
い

験け
ん

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次じ

回か
い
、
Ｊじ
ぇ
い

Ａえ
い
の
農の
う
業ぎ
ょ
う

ま
つ
り
で
披ひ

露ろ
う
す

る
体た
い

験け
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
う

と
フ
ー
ド
レ
ン
ジ
ャ
ー
チ
ャ
グ

リ
ン
の
踊お
ど
り
を
練れ
ん
習し
ゅ
う

し
ま
し
た
。
子こ

ど
も
た

ち
は
踊お
ど
り
の
際さ
い
に
使し

用よ
う
す
る
王お
う
冠か
ん
を
『
ち
ゃ

ぐ
り
ん
』
の
記き

事じ

を
活か
つ

用よ
う

し
て
作さ
く

製せ
い

。
班は
ん

の

仲な
か
間ま

同ど
う
士し

で
頭あ
た
ま

の
大お
お
き
さ
を
測は
か
り
、
協き
ょ
う

力り
ょ
く

し

合あ

い
な
が
ら
作つ
く

り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発は
っ

表ぴ
ょ
う

に
向む

け
て
、
原げ
ん

稿こ
う

の
読よ

み
合あ

わ
せ
も
練れ
ん

習し
ゅ
う

。

各か
く
班は
ん
ご
と
に
入い

れ
替か

わ
り
、
本ほ
ん
番ば
ん
と
同ど
う
様よ
う
に

し
っ
か
り
と
ま
と
ま
っ
て
発は
っ

表ぴ
ょ
う

す
る
事こ
と

が
で

き
ま
し
た
。
農の
う

業ぎ
ょ
う

ま
つ
り
本ほ
ん

番ば
ん

で
の
子こ

ど
も

た
ち
の
活か
つ
躍や
く
に
期き

待た
い
が
膨ふ
く
ら
み
ま
し
た
！

　10 月
がつ
20 日

か
登
とう
校
こう
６日

か
目
め
。今

き ょ う
日はＪ

じぇい
Ａ
えい
の

農
のう
業
ぎょう
まつりで子

こ
どもたちによる体

たい
験
けん
発
はっ
表
ぴょう
を

行
おこな
います！子

こ
どもたちは朝

あさ
から元

げん
気
き
全
ぜん
開
かい
！

担
たん
任
にん
の声

こえ
も届

とど
かないくらいで、「今

いま
からこ

の調
ちょう
子
し
で本

ほん
番
ばん
までに疲

つか
れないかな」とス

タッフも心
しん
配
ぱい
するほどです。しかし、朝

あさ
か

らの元
げん
気
き
は本
ほん
番
ばん
でも顕

けん
在
ざい
！頼
たの
もしい限

かぎ
りで

す。堂
どう
々
どう
とした発

はっ
表
ぴょう
で、中

なか
には原

げん
稿
こう
を暗
あん
記
き

してきている子
こ
どももいました。「フード

レンジャーチャグリン」の踊
おど
りでは、前

ぜん
回
かい

のスクールで作
つく
った王

おう
冠
かん
を身

み
に付

つ
け、全

ぜん
身
しん

を使
つか
って花

はな
巻
まき
のヒーロー・ミレットマンや

怪
かい
人
じん
スキキライ、食

しょく
育
いく
調
ちょう
査
さ
員
いん
のお姉

ねえ
さんと

一
いっ
緒
しょ
に元

げん
気
き
いっぱい踊

おど
りを披

ひ
露
ろう
しました。

今
こ
年
とし
の体

たい
験
けん
発
はっ
表
ぴょう
は、あいにくの雨

あめ
模
も
様
よう
で外
そと

のステージではなく屋
おく
内
ない
での発

はっ
表
ぴょう
となりま

したが、大
おお
勢
ぜい
のお客

きゃく
様
さま
や家

か
族
ぞく
の方
かた
々
がた
に訪

おとず
れ

ていただいて、ちゃぐりんスクールで学
まな
ん

だこと、そして子
こ
どもたちがちゃぐりんス

クールを目
め
一
いっ
杯
ぱい
楽
たの
しんできた事

こと
、そして、

大
おお
きく成

せい
長
ちょう
してくれた事

こと
を十

じゅう
分
ぶん
に感
かん
じ取

と
っ

て頂
いただ
けたと思

おも
います。

自
し

然
ぜ ん

の恵
め ぐ

みに感
か ん

謝
し ゃ

ちゃぐりん田
た

畑
は た

で
農
の う

作
さ く

物
も つ

の収
しゅう

穫
か く

体
た い

験
け ん

10月
がつ

12日
にち

土　登
とう

校
こう

5日
か

目
め

（雨
あめ

時
とき

々
どき

晴
は

れ）

のちゃぐりん
　スクール

ぼくたち わたし
たち

56人
にん

が参
さん

加
か

した今
こん

回
かい

のちゃぐりんスクールは
仲
なか

間
ま

で植
う

えた農
のう

作
さく

物
もつ

を収
しゅう

穫
かく

！！
農
のう

産
さん

物
ぶつ

を育
はぐく

む花
なな

巻
まき

の大
だい

自
し

然
ぜん

の偉
い

大
だい

さと、
実
みの

りの秋
あき

を身
か ら だ

体いっぱいで実
じっ

感
かん

。
食
しょく

と農
のう

の大
たい

切
せつ

さを学
まな

びました。

食
コーナー

しょくいく

育

農
のう

業
ぎょう

まつりちゃぐりん
オンステージ

農の
う

業ぎ
ょ
う

ま
つ
り
の
準じ

ゅ
ん

備び

を
し
よ
う
！

〜
王お

う

冠か
ん

作づ
く

り
〜

今こ

年と
し

も
大だ

い

豊ほ
う

作さ
く

の

ち
ゃ
ぐ
り
ん
農の

う

園え
ん

秋あ
き

の
恵め

ぐ
み

に
感か

ん

謝し
ゃ

！

花は
な

巻ま
き

を
丸ま

る

ご
と
い
た
だ
き
ま
す

元
げ ん

気
き

いっぱい発
は っ

表
ぴょう

しました

ミレットマンといっしょにおどったよ！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
風
邪
と
違
う
と

こ
ろ
は
、
感
染
す
る
と
38
度
以
上
の
高

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
倦
怠

感
な
ど
、
全
身
症
状
が
中
心
で
あ
る
こ

と
で
す
。

　

医
療
機
関
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
疑
わ
れ
る
と
、
診
察
に
加
え
て「
迅
速

診
断
検
査
キ
ッ
ト
」を
使
っ
た
検
査
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
や
、

ウ
イ
ル
ス
の
型
を
調
べ
、
短
時
間
で
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

治
療
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え

る「
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
」

に
よ
る
治
療
が
中
心
。
処
方
さ
れ
る
薬

に
は
、
内
服
薬
の
タ
ミ
フ
ル
、
吸
入
薬

の
リ
レ
ン
ザ
と
イ
ナ
ビ
ル
、
点
滴
静
注

薬
の
ラ
ピ
ア
ク
タ
の
４
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
発
病
か
ら
48
時
間
を
過
ぎ
る
と
、

体
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

増
え
過
ぎ
て
、
薬
の
効
果
は
期
待
で
き

な
く
な
る
の
で
、
症
状
が
強
い
場
合
は
、

早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

治
療
薬
の
副
作
用
と
し
て
は
、
注
射

部
位
が
腫
れ
た
り
、
か
ゆ
み
が
出
た
り
、

嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
胃
腸
症
状
や
発
熱
、

倦
怠
感
、
頭
痛
な
ど
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

重
篤
な
も
の
で
は
、
シ
ョ
ッ
ク
、
血

圧
低
下
、
呼
吸
困
難
、
肝
機
能
障
害
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
頻
度
は

そ
う
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
治
療
薬
タ
ミ
フ
ル
服
用
後
の

小
児
の
異
常
行
動（
転
落
事
故
）が
報
告

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
薬
の
せ
い
な

の
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
自
体
の
副
作

用
な
の
か
は
、
ま
だ
結
論
が
出
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
最
悪
の
こ
と
を
考
え
、

現
在
は
小
児
に
は
タ
ミ
フ
ル
は
使
用
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
の
場
合
も
そ
う
で
す
が
、
特
に

子
ど
も
の
場
合
は
、
服
用
後
２
日
間
は

注
意
・
観
察
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
食
品
が
原
因
と
思
わ
れ
る
健
康

被
害
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
事
例
】
３
日
前
、
突
然
発
熱
し
全
身
に

発
疹
が
出
た
た
め
病
院
に
行
っ
た
。
医

師
か
ら
は
最
近
飲
み
始
め
た
健
康
食
品

が
原
因
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
食
品
を
利

用
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

初
め
て
な
の
で
、
商
品
の
成
分
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
販
売

業
者
や
製
造
業
者
に
対
し
、
返
金
と
治

療
費
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る

か
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
若
々
し
く
あ
り

た
い
と
い
う
意
識
の
高
ま
り
か
ら
か
、

健
康
食
品
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
健
康
食
品
は
通
信
販
売
な
ど
で

簡
単
に
入
手
で
き
る
た
め
、
中
に
は
何

種
類
も
の
商
品
を
飲
ん
で
い
る
人
も
い

る
よ
う
で
す
。

　

健
康
食
品
は
医
薬
品
で
は
な
い
の
で
、

摂
取
し
た
か
ら
と
い
っ
て
病
気
の
予
防

や
治
療
に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
安
易
に
飲
む
こ
と
で
健
康
被

害
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
被
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、

健
康
食
品
の
摂
取
を
中
止
し
た
上
で
速

や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
重
篤
な
場

合
に
は
保
健
所
に
も
申
し
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
健
康
食
品
に
関
す
る
被
害
と

し
て
、
下
痢
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
肝
機
能

障
害
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
定
の
健
康
食
品
が
原
因
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
は
環
境
や
食
事
内
容

な
ど
が
影
響
す
る
為
、
実
際
に
は
困
難

で
す
。
製
造
・
販
売
業
者
に
法
的
な
責

任
を
問
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
業

者
に
よ
っ
て
は
商
品
の
返
品
や
治
療
費

の
負
担
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

場
合
も
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
安
易
に
健
康
食

品
に
頼
ら
ず
正
し
い
食
生
活
を
送
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

健
康
食
品
の

使
い
方
に
気
を
付
け
て

今月の 営 農 情 報

果 

樹	

園
芸
販
売
課

畜 

産	

畜
産
販
売
課

水 

稲	

米
穀
販
売
課

良
品
質
り
ん
ご
生
産
へ
剪
定
作
業
本
格
化

　

り
ん
ご
農
家
の
皆
さ
ん
は
い
よ
い
よ
剪
定
作
業
が
本

格
化
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
剪
定
は
、
一
年
の

果
樹
栽
培
の
最
初
の
仕
事
で
、
最
も
重
要
と
さ
れ
る
作

業
で
す
。
り
ん
ご
農
家
の
皆
さ
ん
は
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
、
更
な
る
良
品
質
生
産
へ
向
け
て
作
業
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
の
調
査
に
よ
る
26
年
産
り
ん
ご
の
花
芽
の
状
況

は
、
主
要
品
種
に
お
け
る
花
芽
率
が
平
年
よ
り
も
高

く
、
弱
小
花
芽
率
は
平
年
よ
り
も
低
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
花
芽
形
成
期
で
あ
る

昨
年
７
月
の
気
温
が
低
め
で
経
過
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
但
し
、
昨
年
に
着
果
量
が
多
か
っ
た
園
地
な

ど
で
は
弱
小
花
芽
が
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
園
地
に

よ
る
バ
ラ
ツ
キ
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

剪
定
に
あ
た
っ
て
は
花
芽
の
状
況
を
よ
く
観
察
し
、

栽
培
管
理
の
効
率
化
、
受
光
体
制
の
維
持
、
農
薬
の
到

達
性
な
ど
に
留

意
し
な
が
ら

作
業
を
進
め

ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
腐
ら
ん
病

は
見
つ
け
次

第
、
剪
除
や
削

り
取
り
な
ど
適

正
な
処
置
を

し
、
そ
れ
ら
を

園
内
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

園
芸
販
売
課　

☎
０
１
９
８
‐
22
‐
６
２
１
７

平
成
25
年
産

米
の
買
入
・
検
査
実
績
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
産
米
の
買
入
・
検
査
は
ほ
ぼ
終
了
。
平

成
25
年
産
米
は
経
験
の
な
い
豪
雨
や
台
風
、
寡
照
・

低
温
で
降
雨
の
日
数
も
多
く
穂
い
も
ち
病
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
斑
点
米
被
害
が
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
高
い
１
等
米
比
率
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
平
成
25
年
産
米
買
入
・
検
査
実
績

　

①
買
入
袋
数
…
…
１
８
４
万
７
７
１
８
袋

　
　

申
出
対
比
集
荷
率
…
…
…
…
91
・
89
％

◎
検
査
等
級
別

　

①
１
等
米
…
…
…
１
７
９
万
２
８
９
７
袋

　
　

１
等
米
比
率
…
…
…
…
…
…
97
・
03
％

　

②
２
等
米
…
…
…
…
…
４
万
８
６
２
４
袋

　
　

２
等
米
比
率
…
…
…
…
…
…
２
・
63
％

　

③
３
等
米
…
…
…
…
…
…
…
２
２
１
９
袋

　
　

３
等
米
比
率
…
…
…
…
…
…
０
・
12
％

　

④
規
格
外
…
…
…
…
…
…
…
３
９
７
８
袋

　
　

規
格
外
比
率
…
…
…
…
…
…
０
・
22
％

（
平
成
26
年
１
月
６
日
現
在
）

　

平
成
26
年
産
米
に
つ
き
ま
し
て
も
、「
２
０
０
万

袋
集
荷
運
動
」
は
継
続
し
、
需
要
に
即
し
た
集
荷
販

売
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
イ
酸
質
肥
料
の
基
肥
施
用
に
よ
っ
て
い

も
ち
病
の
発
生
の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
土

づ
く
り
肥
料
「
賢
治
の
教
え
」
又
は
、
け
い
酸
質
肥

料
の
使
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

米
穀
販
売
課　

☎
０
１
９
８
‐
22
‐
６
１
５
０

見
て
み
よ
う
！自分

の
経
費
と
売
上
の
関
係

　

平
成
25
年
の
決
算
は
、
お
済
み
で
す
か
？
昨
年
の
経

営
目
標
、
計
画
は
達
成
で
き
ま
し
た
か
？
せ
っ
か
く
作

成
し
た
決
算
書
で
す
。
確
定
申
告
が
終
え
た
ら
引
き
出

し
に
し
ま
う
前
に
、
少
し
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①�

損
益
計
算
書
の
勘
定
科
目
を
変
動
費
と
固
定
費
に
分

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
固
定
費
の
線
を
引
き
ま
す
。

③�

昨
年
売
上
時
の
変
動
費
金
額
の
点
を
決
め
ま
す
。
図

の
よ
う
に
線
を
引
き
ま
す
。

④
利
益
の
点
を
取
り
、
線
を
引
き
ま
す
。

　

こ
れ
で
、
損
益
分
岐
点
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
経
営
計
画
を
考
え
る
材
料
に
な
り
ま
す
よ
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
協
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

畜
産
販
売
課	

☎
０
１
９
８
‐
23
‐
３
６
７
２

　

ま
た
は
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

		

☎
０
１
９
７
‐
68
‐
４
４
６
４

費
用
・
収
益

1,000万

1,000万

800万
200万

変動費

固定費

売上高
損益分岐点

売上

300万

500万

変動費 売上高が0円の時、0円となる費用。
売上高が増えれば、増える費用。

売上　1,000万円
固定費  500万円　変動費  300万円

固定費 売上高が0円の時、0円とならない費用。
売上高の増減に、関係しない費用。

①

④

③

②

ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
対
策
講
座

健

百
科

康

インフルエンザ治療薬
と副作用

ライフ◉くらしのビタミンLife

りんご栽培は「剪定に始まり剪定に終
わる」と言われるほど、１年の栽培管
理の中で最も重要な作業です。
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牡羊座（3/21〜4/19）
落ち着いた気持ちで過ごせる月。やるべき作
業を済ませたら、自分の時間を楽しんで。気
分転換には足湯が最適

蟹　座（6/22〜7/22）
保留になっていた事柄が動き始めるなど、好
転の兆し。自分が思う通りに決断するのが成
功の秘訣

牡牛座（4/20〜5/20）
気になるジャンルについて調べたり、挑戦し
たりする好機。経験者に話を聞くと参考に。
グループレジャーも◎

獅子座（7/23〜8/22）
何事もマイナス方向に考えやすい時期。良い
面を探すことで運を引き寄せられます。ヒー
リング音楽も幸運

双子座（5/21〜6/21）
思うようにならないことが多くイライラしがち。
いつも笑顔を心掛けて。古典文学や芸術を
堪能すると刺激大

乙女座（8/23〜9/22）
良いときと悪いときの差が大きい時期。失敗
を引きずらず、開き直って。センスアップには、
ギャラリー巡りが正解

S mile Report

　
「
人
に
喜
ば
れ
る
職
に
就
き
た
か
っ

た
」と
語
る
菊
池
杏
奈
さ
ん
。
現
在
、

北
上
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

調
理
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
料
理
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
栄
養
士
を
目
指
し
盛
岡
の
短
期

大
学
へ
進
学
。
職
場
研
修
で
訪
れ
た
介

護
施
設
の
厨
房
作
業
を
体
験
し
、
調
理

師
へ
憧
れ
こ
の
道
を
選
択
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　

今
の
職
場
は
な
ん
と
、
当
時
の
研
修

先
。
求
人
し
て
い
る
事
を
知
り
迷
わ
ず

応
募
し
、
人
生
の
岐
路
と
な
っ
た
憧
れ

の
場
へ
就
職
を
実
現
し
ま
し
た
。
４
年

目
の
現
在
は
職
場
の
仲
間
と
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
休
日
に
は
父
親
と
一
緒
に
色
ん
な

場
所
の
産
地
直
売
所
巡
り
を
し
て
い
ま

す
」と
飾
り
気
の
な
い
清
楚
な
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

m材料（２人分）
根ミツバ………………………………… 1束（250g）
（糸ミツバ、切りミツバで作るときは、160g）

アサリ（殻付き）………………………… 200g
　　水……………………………………カップ1（200ml）
　　塩……………………………………小さじ1
酒…………………………………………大さじ2
しょうゆ…………………………………小さじ1/2

m作り方（1人分33kcal）
❶�アサリは塩水に漬けて2〜3時間置いて砂抜きをします。
殻をこすり合わせてよく洗います。
❷�根ミツバは根を切り落とし、4cm長さに切ります。
❸�フライパンにアサリを入れ、酒を振ってふたをし、強火
にかけます。沸騰したら中火にし、3〜4分蒸し煮にし
ます。
❹�アサリの殻が開いたら、ミツバを加えてざっと混ぜます。
しょうゆを加えて、ひと混ぜし、火を止めます。

根ミツバと
アサリの酒蒸し

Recipe

花巻市立大迫小学校１年生

佐々木　暖
ひまり

 ちゃん（７歳）

バレーボールが大好き！！お父さん、お母さん、お姉ちゃん、
家族みんなで練習しているよ。絵はスポーツ少年団で練習し

ている私とお友達のさくらちゃん。たくさん練習して、強いスパ
イクが打てる選手になりたいの！！オリンピックに出て、いっぱい
活躍してみんなを喜ばせてあげたいなぁ。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
支
店
を
目
指
し
、
次
の
行
動
計
画
に
基
づ

き
活
動
し
ま
す
。

■ 

明
る
い
笑
顔
と
挨
拶
の
励
行
に
よ
り「
明
る
く

気
配
り
の
で
き
る
窓
口
」を
目
指
し
ま
す
。

■ 

農
家
組
合
・
女
性
部
等
の
協
力
組
織
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
、
組
合
員
・
次
世
代
層
と
の

交
流
を
深
め
ま
す
。

■ 

地
域
防
災
・
交
通
安
全
組
織
等
へ
の
協
力
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

　

鵜
住
居
支
店
で
は
今
年
度
、
農
家
組
合
・
各
生

産
組
織
の
研
修
等
に
参
加
し
、
信
用
・
共
済
事
業

の
情
報
、
家
の
光
家
計
簿
へ
の
農
業
収
支
の
記
帳

の
し
か
た
な
ど
を
発
信
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
と
と
も
に
、　

震
災
か
ら
の
復
興
・
生
活
再

建
を
目
指
す
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

鵜
住
居
支
店
長　
　

小
笠
原
眞
紀
雄

和牛改良組合橋野地区の後継者と、畜産経営・農業収支の記帳
等の勉強会を開催。支店長（中段右２番目）や支店職員（上段）ら
と日頃抱えている課題や目標、喜びを語り合いました

支店行動計画　遠野地域　鵜住居支店
組合員の皆様とのつながりを大切に  〜交流を通して情報発信〜

３
月
の
星
占
い

撮影：大井一範

人 の 役 に 立 ち 喜 ば れ た い
Anna K ikuchi 菊池 杏奈さん◉北上市横川目

ハ ー ト で ♥ ク ッ キ ン グ Plaza

わたしの夢は…

「バレーボールのオリンピック選手」

大きくなっ
たら…

ぼくの
夢

わたし
の夢

スマイルZレポート

プラザ ◉ ぽらー の
【 組 合 員 の 広 場 】
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天秤座（9/23〜10/23）
神経質になりやすく、小言が増えるかも。見
守る気持ちを大切に。リラックスするには好
きな本を読むと効果的

山羊座（12/22〜1/19）
フットワークが軽くなり、いろいろな分野に
興味を感じそう。習い事を通じて、新たな世
界が開ける可能性も

蠍　座（10/24〜11/22）
華やかなイベントや行事に縁があります。遊
びに誘われたらフランクに応じて。幹事役も
バッチリこなせそう

水瓶座（1/20〜2/18）
強気で攻めるのには向かないものの、何かに
じっくり取り組むと好変化が。特に趣味や得
意なことに打ち込んで

射手座（11/23〜12/21）
珍しく感情的になりやすい期間です。反論す
る場合は、ひと呼吸置いてからに。リフレッ
シュには料理が有効

魚　座（2/19〜3/20）
自分に自信が持てる気配。やりたいことを始
めたり、自己主張したりするのがラッキー。
ぜひ過去のリベンジを

ぽ
ら
ー
の
川
柳
課
題
◉「
困
る
」─
─
塩
釜
ア
ツ
シ 

選

約
束
の
重
さ
忘
れ
て
く
る
小
指

小
田
治
朗
（
花
巻
市
湯
本
）

「
評
」
相
手
は
軽
い
調
子
で
約
束
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
次
に
会
っ
た

時
に
は
忘
却
の
彼
方
で
し
た
。
私
と
し
て
は
、
大
事
な
こ
と
を
託
し
た
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
・
ま
こ
と
に
困
っ
た
人
で
す
。

打
ち
明
け
て
く
れ
て
も
困
る
金
の
こ
と

鎌
田
　
京
（
花
巻
市
鍋
倉
）

「
評
」
信
頼
さ
れ
て
、
打
ち
明
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
良
い
の
で
す
が
、
こ
と

お
金
に
関
し
て
は
、
当
方
も
手
持
ち
不
如
意
で
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

聞
き
役
に
徹
す
る
よ
り
ほ
か
に
手
は
無
い
で
し
ょ
う
。

裏
表
な
い
人
だ
け
に
困
り
果
て山

口
ト
ヨ
子
（
花
巻
市
東
町
）

「
評
」
実
直
な
人
か
ら
の
話
な
の
で
、
丁
寧
に
聴
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま

り
に
も
真
っ
直
ぐ
す
ぎ
て
、
ボ
ー
ル
を
ど
う
返
せ
ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
し
ま
い

ま
す
。

困
っ
た
な
あ
一
句
咽
喉
ま
で
き
て
止
ま
る

高
橋
す
み
き
（
花
巻
市
東
和
町
）

「
評
」
発
想
は
い
い
感
じ
な
の
で
す
が
、
上
手
く
纏
ま
り
ま
せ
ん
。
言
葉
の
配

列
を
変
え
て
み
た
り
、
別
な
語
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
押
し
で
す
。
気

分
を
変
え
て
、
散
歩
に
で
も
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

→
タ
テ
の
カ
ギ

①	

神
棚
に
供
え
る
緑
色
の
葉

③	

前
の
反
対
側

⑤	

梅
干
し
を
見
る
と
飲
む
人
も

⑥	

親
鳥
が
温
め
る
も
の

⑦	

端
っ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑨	「
駅
か
ら
─
─
３
分
だ
よ
」「
近
い
ね
」

⑪	

旧
暦
３
月
の
異
称

⑬	

３
月
３
日
は
─
─
の
節
句

⑮	

英
語
で
東
は
イ
ー
ス
ト
、
西
は
─
─

⑰	

大
正
の
一
つ
前

⑲	�

日
本
で
は
多
く
の
人
の
利
き
手
は

こ
ち
ら

⑳	

や

の
Ｏ
の
事

㉑	�

洋
装
の
花
嫁
が
お
色
直
し
で
替
え

る
も
の

↓
ヨ
コ
の
カ
ギ

①	�

大
学
芋
や
芋
け
ん
ぴ
の
材
料

②	�

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
も
ポ
シ
ェ
ッ
ト

も
こ
れ
の
仲
間

③	�

平
成
26
年
の
え
と
は

④	�

職
場
に
行
っ
て
こ
な
す
も
の

⑥	�

武
士
は
食
わ
ね
ど
─
─

⑧	�

工
具
や
農
機
具
を
し
ま
っ
て
お
く

建
物

⑩	�

漢
字
で
は
時
鳥
、
不
如
帰
な
ど
と

書
く
鳥

⑫	�

一
生
で
一
番
高
い
買
い
物
だ
と
い

わ
れ
ま
す

⑭	�

─
─
豆
腐
と
絹
ご
し
豆
腐

⑯	�

春
の
小
川
の
ほ
と
り
に
咲
き
そ
う

な
花

⑱	�

海
岸
で
─
─
釣
り
を
楽
し
む

爽子さん	 （花巻市大迫町）
直町　智慧さん	（花巻市石鳥谷町）
鮫島　静恵さん	（さいたま市北区）
伊藤　文子さん	（北上市立花）
山男さん	 （北上市下鬼柳）
小原　伴枝さん	（北上市和賀町）
リコちゃんさん	（遠野市綾織町）
古山　三吾さん	（釜石市平田）
髙橋　文三さん	（西和賀町沢内）
田中　風花さん	（西和賀町沢内）

A	 B	 C	 D	 E	 F
フ ク ジ ユ ソ ウ

12

月

号

の

答

え
おめでとうございます♪

JAの家庭雑誌

※企画・タイトルは変更することがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　  　——お申し込みはお近くのJA各支店へ——

写真で楽しい　畑の記録
自分の畑を写真に収めてみませんか？栽培の記録や、情報発
信に役立つほか、畑を観察し、植物の状態を把握する習慣が
身に付きます。

きずなの力　〜被災地で生きる〜
震災に生まれて
東日本大震災のときに、被災地で誕生した子どもたちももう
すぐ３歳に。子どもたちと家族の激動の３年を伝えます。

人
間
の
部
品
が
欠
け
て
ゆ
く
修
羅
場

中
村
眞
子
（
花
巻
市
桜
木
町
）

横
文
字
の
話
わ
か
っ
た
振
り
を
す
る

菊
池
洋
子
（
遠
野
市
東
穀
町
）

多
く
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
困
る
雪

藤
原
ノ
ブ
（
西
和
賀
町
左
草
）

負
け
ん
気
と
短
気
の
ん
気
の
三
姉
妹

工
藤
敏
子
（
北
上
市
村
崎
野
）

困
り
事
眉
間
の
皺
が
語
り
か
け

爽
子
（
花
巻
市
大
迫
町
）

答
弁
に
困
り
失
職
す
る
ト
ッ
プ

高
橋
允
枝
（
花
巻
市
轟
木
）

冷
蔵
庫
空
っ
ぽ
な
の
に
姑は

は

が
来
る

宮
野
清
子
（
花
巻
市
石
鳥
谷
町
）

折
角
の
サ
イ
ズ
が
合
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト

丹
野
ウ
メ
子
（
花
巻
市
高
木
）

困
っ
た
ね
な
に
話
し
て
も
無
い
返
事

髙
橋
篤
子
（
花
巻
市
大
迫
町
）

お
題
見
て
筆
が
止
ま
っ
た
五
七
五

繋
流
輝
（
花
巻
市
本
館
）

探
し
物
困
惑
を
す
る
日
が
続
く

佐
藤
洋
子
（
花
巻
市
石
鳥
谷
町
）

挨
拶
を
交
わ
し
た
け
れ
ど
名
を
忘
れ

朝
倉
了
子
（
花
巻
市
矢
沢
）

困
る
こ
と
ペ
ン
を
執
っ
た
が
字
を
忘
れ

佐
々
木
邑
子
（
花
巻
市
大
迫
町
）

天
災
と
人
災
理
屈
な
ど
要
ら
ぬ

山
口
耕
作
（
花
巻
市
若
葉
町
）

拠
り
所
困
っ
た
時
の
神
頼
み

和
山
牧
童
（
釜
石
市
橋
野
町
）

こ
れ
以
上
増
え
た
ら
困
る
測
定
値

風
子
（
花
巻
市
大
迫
町
）

…
次
回
の
課
題
◉「
笑
う
」

新
た
な
米
政
策
の
特
集
が
勉
強
に
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
が
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
を
理

解
で
き
た
の
で
対
策
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
花
巻
市
湯
本
／
Ｈ
・
Ｓ
）

新
年
の
組
合
長
さ
ん
の
言
葉
、
心
に
染
み
ま
し

た
。
私
た
ち
も
Ｊ
Ａ
と
共
に
歩
み
、
進
ん
で
行

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
！

（
花
巻
市
石
鳥
谷
町
／
Ｆ
・
Ｓ
）

女
性
部
に
青
年
部
、
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
ね
。

西
和
賀
の
青
年
部
の
若
い
力
、
女
性
部
の
温
か

な
絆
。
感
動
し
ま
し
た
!
応
援
さ
せ
て
〜

（
北
上
市
江
釣
子
／
Ｍ
・
Ｔ
）

大
根
は
毎
日
の
よ
う
に
口
に
す
る
け
れ
ど
、
何

も
知
ら
な
い
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
食
の
話
は

勉
強
に
な
り
ま
し
た
よ
！

（
北
上
市
和
賀
町
／
Ｋ
・
Ｔ
）

保
育
園
児
の
み
ん
な
に
は
洋
梨
の
味
を
忘
れ

ず
に
い
て
ほ
し
い
！
さ
さ
ま
幼
稚
園
の
遊
具
も

ず
っ
と
使
い
続
け
て
ほ
し
い
で
す
☆

（
遠
野
市
宮
守
町
／
Ｍ
・
Ａ
）

滝
田
さ
ん
の
絵
、
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
〜
私
も

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
春
の
原
風
景
が
ま
ち
ど
お
し

い
！
春
に
は
花
巻
に
遊
び
に
行
き
ま
す
。

（
遠
野
市
東
穀
町
／
Ｍ
・
Ｈ
）

男
前
図
鑑
！
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
達
の
夢

や
希
望
、
そ
の
姿
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

日
本
の
農
業
も
明
る
い
！
応
援
し
て
い
ま
す
！

（
西
和
賀
町
湯
本
／
Ｔ
・
Ｔ
）

川
柳
は
毎
月
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
！
塩
釜
先
生

の
「
評
」も
味
が
あ
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
〜
わ
た

し
も
投
稿
し
て
み
よ
う
か
な
ぁ

（
西
和
賀
町
左
草
／
Ｈ
・
Ｓ
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

毎
月
の
お
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
を
１

人
１
通
で
、
３
句
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
イ
ズ
の
答
え
を
送
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
毎
月
抽
選
で
10
人
の
方

に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

読
者
の
掲
示
板

皆
さ
ん
が
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

自
作
の
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
な
ん
で
も
結
構

で
す
の
で
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
要
項

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話

番
号
と
、
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
書
き
添
え
の
う
え
、
左
記
の
宛
先
ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
氏
名
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
可
と
し
ま
す
が
、
本
名
の
明
記

も
お
忘
れ
な
く
！

◎
応
募
先

ハ
ガ
キ

〒
０
２
５
─

８
５
０
４

花
巻
市
野
田
３
１
６
─
１

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
企
画
開
発
課 

宛

Ｅ
メ
ー
ル

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
。
携
帯
電
話
は

隣
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
携
帯
電
話
か
ら
の
応
募
な
ど
は
、
機

種
に
よ
り
、
文
字
化
け
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
抽
選
か

ら
外
れ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
締
め
切
り

３
月
14
日（
金
）必
着

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

皆
さ
ま
か
ら
投
稿
に
際
し
て
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、

本
誌
の
編
集
を
目
的
に
使
用
し
ま
す
。
投
稿
者
の
承
諾

な
く
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル

二重マスの文字を、A〜E
の順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

手書きでもっと楽しく
思いが伝わる 手紙の魅力
いまや通信手段は電話やメールが中心。でも、手書きの手紙だからこそ
伝わる思いがあります。暮らしのなかに手紙を上手に楽しくとり入れてい
る人の様子や、短い手紙の書き方や、ポイントについてお伝えします。

３
月
の
星
占
い

特
選

秀
逸

12月号の当選者

畑の情報便

別冊付録
3月号
定価600円

好評発売中！

お
待
ち
し
て
い
ま
す

H₂O

CO₂

巻頭企画

プラ ザ ◉ ぽらー の【 組 合 員の 広 場 】

佳
作

読

者

の

掲

示

板
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お問い合わせ 企画管理部人事課
10198-23-3333（代表）  10198-22-6266（直通）

 就職説明会
　開催日時▶平成26年３月20日（木）
　　　　　　午前10時から正午まで
　開催場所▶花巻農業協同組合　本店敷地内
　　　　　　総合営農指導拠点センター 2Ｆ  農業学習室
　※説明会への参加の有無は、採用試験結果に影響ありません。

　応募方法▶JAのホームページをご確認ください。
　　　　　　http://www.jahanamaki.or.jp/

●募集職種
　総合職・30名程度
●応募資格
　◆大学卒業者及び平成27年3月卒業見込者
　　昭和63年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた人
　◆短期大学卒業者及び平成27年3月卒業見込者
　　平成2年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人
　◆高等専門学校・専修学校卒業者及び
　　平成27年3月卒業見込者
　　平成2年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人

JA職員募集JA職員募集
平成27年4月に採用する職員の採用試験を行います。採用する職種と採用予定人数及び
受験資格は次のとおりです。また、採用試験の実施にあたり、ＪＡいわて花巻の事業概要、
業務内容などに関する就職説明会を開催します。

農業を愛し、事業を通じて地域社会に
貢献する元気ある職員を募集します。

NTourNTourNTour 観劇特別プラン 東京宝塚劇場「ベルサイユのばら」貸切公演～オスカル編～東京宝塚劇場「ベルサイユのばら」貸切公演～オスカル編～東京宝塚劇場「ベルサイユのばら」貸切公演～オスカル編～NPOINTPOINTPOINT

ＪＲで行く バスで行く宝塚歌劇鑑賞宝塚歌劇鑑賞
絶対にはずせない名作中の名作を

宙組のトップスター 鳳稀かなめが主演！
絶対にはずせない名作中の名作を

宙組のトップスター 鳳稀かなめが主演！

宝塚歌劇鑑賞と宝塚歌劇鑑賞と
東京スカイツリー東京スカイツリー

日帰り ２日間

®

出発日

旅行代金（大人お1人様）
新花巻駅・北上駅発

ー新たな夢の舞台へー
宝塚歌劇100周年 夢の祭典
ー新たな夢の舞台へー

宝塚歌劇100周年 夢の祭典
ー新たな夢の舞台へー

宝塚歌劇100周年 夢の祭典

●募集人員：３０名様（最少催行人員２５名）
●添乗員：同行いたします。
●募集締切日：６月１３日（金）

●募集人員：Ｓ席…限定１２名様／Ａ席…限定１５名様
　（最少催行人員２０名）
●添乗員：同行いたします。
●募集締切日：６月１３日（金）

平成26年７月１３日日

38,200円1階
Ｓ席

出発日

旅行代金  大人お1人様（2名以上1室利用）
平成26年７月１３日日

49,800円2階
Ｓ席 46,800円2階

A席
※部屋追加代金 １名１室3,000円

©宝塚歌劇団　photo by下村一喜©宝塚歌劇団　photo by下村一喜©宝塚歌劇団　photo by下村一喜

【イメージ©　宝塚歌劇団】【イメージ©　宝塚歌劇団】【イメージ©　宝塚歌劇団】
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新花巻・北上駅
JR

東京駅 有楽町駅

●東京宝塚劇場 宙組公演【ベルサイユのばら～オスカル編～】観劇

有楽町駅 東京駅 新花巻・北上駅

各地
貸切バス

1日目：7月13日（日）

7月13日（日）

2日目：7月14日（月）

〈東北道〉

両国：第一ホテル両国（泊）

●東京宝塚劇場
宙組公演【ベルサイユのばら～オスカル編～】

ホテル ◎浅草寺と仲見世

築地：つきじ喜代村すしざんまい（昼食） 〈東北道〉 各地

●東京スカイツリー

食事：朝1回、昼2回、夕なし食事：朝なし、昼なし、夕1回（弁当）

お き

■お問い合わせ・お申し込み　JAいわて花巻旅行センター（企画管理部総務課内）担当：川村・藤原  10198-23-3333（代表）内線418  10198-29-4036（直通）■お問い合わせ・お申し込み　JAいわて花巻旅行センター（企画管理部総務課内）担当：川村・藤原  10198-23-3333（代表）内線418  10198-29-4036（直通）■お問い合わせ・お申し込み　JAいわて花巻旅行センター（企画管理部総務課内）担当：川村・藤原  10198-23-3333（代表）内線418  10198-29-4036（直通）

２月はひなまつりおやつ作り！
　ＪＡでは子育て中の女性とその家
族の皆さんが気軽に集まれる憩いの
場として、毎週第２・４金曜日に「わい
わい子育てフリースペース」を開設し
ています。
３月のひなまつりに向けて

ひなまつりにちなんだお菓子づくり
■日にち　２月28日（金）　
■時　間　午前10時〜正午
■参加費　材料代として300円
（料理教室ではありません）
※３月14日（金）は午前10時〜正午まで開
放しています。参加費は無料。ボランティア
グループほのぼのさんが遊んでくれます。
●お問い合わせ
　生活福祉部生活ふれあい課

10198-45-1213

　各農機センター花巻・石鳥谷・東
和・北上合同の「農機合同大展示会
＆実演試乗フェア」を開催します。20
を超える出品メーカーの様々な農機
具を用意してお待ちしております。
■開催場所
 （株）JAグリーンサービス花巻本社
　特設会場（花巻市野田）
■開催日時
　３月７日（金）・８日（土）
　午前９時〜午後４時
★光選別機の選別無料体験実施★
導入検討中の皆様、お待たせしまし
た！会場にてお米の無料選別が可能
です（玄米30㎏ご持参ください）
●お問い合わせ・お申込み
　（株）JAグリーンサービス花巻
　農機課      10198-23-2110

■開催場所
　農機センター西和賀特設会場
■開催日時
　４月11日（金）・12日（土）
　午前９時〜午後４時
●お問い合わせ・お申込み
　（株）JAグリーンサービス花巻
　農機課      10198-23-2110

　ローン営業センターは各種ローン
の相談を承っています。家の新築や
増改築、車の購入など、資金借り入れ
の相談や検討している方、お気軽にご
来店ください。専門スタッフが丁寧に
応対致します。
■営業日
　月〜金曜日…午前９時〜午後６時
　日曜日…午前９時〜午後４時
　※定休日は土曜日と祝祭日
●お問い合わせ・お申込み
　ローン営業センター
　（JAいわて花巻本店営業課東側隣）

10198-22-6277

　花巻市は市内で生産・製造された
農畜産物や商品に使用できる「花巻
市応援商品マーク」を作成しました。
申請手続きをすれば、マークを使用す
ることが出来、市のＨＰやイベント等
でも商品の情報を発信します。

■マークを使用できる対象
★�花巻市内で生産、飼育された農畜
産物や林・水産物等
★上記の記載物を原料とした加工品
★�花巻市内に住所を有する事業者が
加工製造した商品等

　※個人、事業者問いません
■申請手続きと流れ
①花巻市農林水産部農政課にある
申請書に生産場所や販売先などの必
要事項を記入（商品形状がわかる画
像も添付）→②市が申請書を確認→
③市と申請者間で「花巻市応援商品
マーク使用契約書」を結ぶ→④市が
マークの印刷発注やとりまとめを行う
→⑤印刷マークを受け取り、申請した
商品に使用開始！
■活用方法と情報発信
・�マークの使用方法や使う大きさは
申請者の自由（シールや包装資材
への印刷なども可能）
・印刷経費は申請者負担
・�商品の情報は市のＨＰに掲載。イベ
ントなどでも商品のＰＲを行う。
●お問い合わせ
　花巻市農林水産部農政課農業振興係

10198-23-1400

　『ブナの原生林は、冬の間に
積もった雪を根元にしっかり
と抱え、麓に豊かで清らかな
水を少しずつ供給します。私
たちの地方は、毎年10月には
初雪が舞い、翌年の３月末ま
で雪に覆われるので、一年の
半分は冬という感じです。で
すからこの冬が寒くて嫌だと
思うと、半年間を暗い気持ち
で暮らすことになります。で
も、この冬が私たちに大きな
恵を与えてくださっていると
思いますので、私は冬の寒さ
が嫌だと思いません。冬の中
にも春があります。この冬が
あるからこそ、春も楽しく、
春を待ちわびる心は、私たち
に希望のともしびをともしま
す。』青森県弘前市の岩木山の
麓で「森のイスキア」という奉
仕活動を行う施設を運営して
いる佐藤初女さんの言葉です。
悩みや苦しみを抱える人たち
の話を黙って傍らに座って聞
きながら、その土地で採れた
季節の新鮮な材料で作った食
事をともにすることで、社会
復帰の支えになる活動をして
きた方です。私たちもこのよ
うな気持ちで春を迎えること
ができれば、とても幸せなこ
とではないでしょうか。

役員室より
F r o m  E x e c u t i v e  R o o m

常勤監事

今野 英二

●
監
事
会
だ
よ
り

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
監
事
会
　
開
催
日
：
25
年
12
月
18
日（
水
）

■
協
議
事
項

⑴　

�

平
成
25
年
度
上
半
期
仮
決
算
監
査
回
答
書
の
受
理
に

つ
い
て

⑵　

平
成
25
年
度
子
会
社
監
査
役
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑶　

�

平
成
25
年
度
生
産
履
歴
記
帳
運
動
内
部
検
査
の
実
施

に
つ
い
て

⑷　

�

平
成
25
年
度
第
２
回
常
勤
理
事
と
の
定
期
的
会
合
の

開
催
に
つ
い
て

●
理
事
会
だ
よ
り

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
回
理
事
会
　
開
催
日
：
25
年
12
月
18
日（
水
）

■
議
決
事
項

⑴　

主
要
業
務
報
告
に
つ
い
て

⑵　

�

第
３
・
四
半
期
末
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
・
異
動
状

況
に
つ
い
て

⑶　

�

第
３
・
四
半
期
理
事
会
議
決
事
項
の
処
理
状
況
に
つ

い
て

⑷　

第
３
・
四
半
期
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

⑸　

内
部
監
査
の
品
質
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

⑹　

第
４
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
協
議
結
果
に
つ
い
て

⑺　

平
成
25
年
産
米
集
荷
実
績
に
つ
い
て

⑻　

園
芸
セ
ン
タ
ー
の
決
算
見
込
に
つ
い
て

⑼　

冬
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

⑽　

�

第
３
回
営
農
・
生
活
福
祉
委
員
会
の
協
議
結
果
に
つ

い
て

■
お
詫
び
と
訂
正

Ｊ
Ａ
広
報
誌
「
ぽ
ら
ー
の
花
巻
１
月
号
」
の
掲
載
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

【
５
ペ
ー
ジ・
左
下
・
伊
藤
敬
治
さ
ん
の
住
所
】

〔
誤
〕
花
巻
市
成
田

〔
正
〕
北
上
市
成
田

I N F O R M A T I O N J A か ら の お 知 ら せ◉

子育てママさん
集まれ！

ローン相談
日曜日も承ります！！

「花巻産」応援マーク
花巻市商品応援事業

農機合同大展示会
実演試乗フェア

西和賀地域
春農業大展示会

応援商品応援商品
花巻市花巻市いわて

ihatov
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画・文／滝田恒男
宮沢賢治の世界を描き続ける画家。自宅に
「画廊たきた」を開設。著書に詩画集「宮沢
賢治ゆかりの地」「風の巡礼─経埋ムベキ山」
など。（花巻市里川口在住）

日
の
出
前
や
日
没
後
、
ま
だ
辺

り
が
残
光
に
照
ら
さ
れ
て
い

る
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
、
し
か
し
最

も
美
し
い
時
間
帯
「
マ
ジ
ッ
ク
ア

ワ
ー
」。
影
は
な
く
、
辺
り
一
帯
が

紫
色
に
包
ま
れ
る
。
休
日
の
早
朝

は
、
自
宅
ベ
ラ
ン
ダ
で
そ
の
風
景

を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
。
こ
の
極
め

て
地
味
な
行
為
が
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ

ン
的
役
割
を
果
た
す
。
撮
影
中
、

冷
た
い
空
気
を
切
り
裂
き
直
線
的

な
太
陽
光
が
東
山
か
ら
降
り
注
ぐ
。

そ
の
暖
か
な
光
に
包
ま
れ
な
が
ら

「
よ
し
！
」
と
心
を
奮
い
立
た
せ
る
。

「
静
と
動
」
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
変
換
で
き

る
そ
の
瞬
間
が
自
分
は
た
ま
ら
な

く
好
き
だ
。	

﹇
及
川
﹈

何
度
も
足
を
運
ん
だ
西
和
賀
。

そ
こ
で
は
大
雪
降
り
し
き
る

中
「
冬
仕
事
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。
凍
み
大
根
や
雪
中
キ
ャ

ベ
ツ
、
雪
納
豆
や
し
め
飾
り
…
豪

雪
地
帯
を
生
き
る
知
恵
が
生
み
出

し
た
独
自
の
文
化
だ
。
農
家
さ
ん

は
伝
統
文
化
を
残
し
雪
国
の
資
源

確
立
の
為
に
尽
力
し
て
い
る
。
今

現
在
の
収
入
を
得
る
事
よ
り
も
未

来
の
人
と
町
の
事
を
考
え
て
い
る
。

圧
倒
さ
れ
た
。
同
時
に
自
分
の
役

割
に
自
問
自
答
す
る
日
々
に
終
止

符
を
打
っ
た
。
私
は
報
道
記
者
で

は
な
い
、
農
協
人
と
し
て
伝
え
る

べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ

の
広
報
で
し
か
で
き
な
い
事
を
追

及
し
発
信
し
て
い
く
。	

﹇
大
内
﹈
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宮
沢
賢
治
は
母
の
実
家
で
生
ま
れ
て
い
る
。
掲

載
の
ス
ケ
ッ
チ
は
そ
の
母
の
実
家
（
現
・
花
巻
市

鍛
治
町
「
宮
沢
商
店
」）
で
、
南
側
に
面
し
た
路
地

通
り
か
ら
描
く
。

　
風
格
あ
る
蔵
が
何
棟
か
敷
地
内
に
堂
堂
、
歴
史

を
感
ず
る
。
又
、賢
治
さ
ん
が
生
ま
れ
た
時「
産
湯
」

と
し
て
使
わ
れ
た
「
井
戸
」
が
今
だ
に
涸
れ
ず
に

使
用
さ
れ
て
い
て
、
賢
治
生
誕
祭
、
そ
し
て
賢
治

祭
に
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
賢
治
さ
ん
の
時
代
と
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
で
あ

ろ
う
南
川
原
町
の
路
地
か
ら
見
た
母
の
実
家
。
い

い
雰
囲
気
の
賢
治
「
ゆ
か
り
の
地
」
原
風
景
で
あ

る
。

　
い
つ
ま
で
も
「
そ
う
っ
と
」
こ
の
ま
ん
ま
で
・・・
。

光 と 風 と

宮 沢 賢 治 幻 影

路 地
（花巻市南川原町）

編集後記
From Editor's


